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札幌 市 中 央 区 北 一 委 西 2 丁目 1 著 札 幌 桂 村 合 ビル 4 階 人 011-231・7712( 代 表 ) 
仙台 市 理生 区 一 状 町 4 丁目 6 秋 1 号 仙台 第 一 生命 タリ ー ビ ル 15 秦 合 022-221-8220( 代 表 ) 
名 古屋 市 中 区 栄 2 丁目 (番号 日 土地 名 古屋 ビル 15 朋 人 052-212-0541( 代 表 ) 
広島 市 中 区 久 次 妹 5 番 16 号 広島 サン ケイ ビル SF OB2-222-0234( 代 表 ) 
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7:00 月 一 会 明日 税 月 を 除く ) 


/ ALIMEO 


JHF TWIN BAND FM TRANSCEIVER 


DR"610S 
DR~610H 


MGC) 


STEP MW 


BANK _ MHz 


か の CALL [| REV | RPT |TSQLI SCAN | (SRCHD 

『 で で つ (て つづ つ 1 で 1 て つづ 1]G プ 1 ss 

[ | LOCK SHIFT BELL DSQ SKIP PRIO ATT 

| 

請 し 

8 ヒー 

= 


4LIMED トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 
誠に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 きせ 
て 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 上 明 春 を ご 使用 
前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 唱 は 必 
ず 保 存 し て お いて くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 
が 生じ まし た 時 に お 役に立ち ます 。 


の 
し イコ 電子 株 式 茎 社 


| 本 近 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 、 外 国 で は 使用 出来 ませ ん 、 
PS02I6 この 無線 機 を 使用 する に は 、 鞭 政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


DR-6108 DR-610H 


VHF…144.000 一 1 45.995MHz 
UHF…430.000-439.995MLHiz 


F2 F3 (FM) 
50Q 
DC183.8V 
マイ ナス 接地 
10W : 3.8A 以 下 BSOW : 11.5A 以 下 
10W : 4.0A 以 下 S5W: 10.0A 以 下 


1.2A 以 下 ( 無 信号 時 ) 


140 (W) X40 (H) X141 (D) mm 


主 1Oppm 内 
140 (W) x40 (H) x〕62 (D) mm 
1.1kg 


H: 5BOW、M: 10W、L : 約 5W 


送信 出力 Hi 10W、M :5W、 上 : 約 1W 
H: 35W、M: 10W、 上 : 約 5W 
送 | 変調 リア クタ ンス 変調 
信 ー60dB 以 下 
部 土 5kHz 
某 過 ) ず み (809 放 軸 時 96 以下 (300-8000H2) 
マイ クロ ホン イン ピー ダッ ス 2kn 


妥 。 信 方 守 


中 間 周 波 数 


ダフ ルス ーー ヘテロ タイ ン 
VHF…45.1 MHz ン 455kHz 


受 UHF…58.3MHz プ 45BkHz 
借 | 受信 感度 (12dB SINAD) メイ ン バ ン ドー-16dBp (0.16uV) 以下 ノ サ ブフ バン ドー-13dBp (0.282pV) 以下 
部 選 択 度 ーBdB : 18kHz 以 上 、 一 6OdB : 88kHz 以 下 


スケ ル チ 感 度 


ー80dB』 (0.1 uV) 以下 


低 居 波 出力 (5% ひ ずみ 時 ) 


ら W 以 上 (8 負荷 ) 


低 瑞 波 出 カ イン ピー ダン ス 
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JAIA (日 本 アマ チ ユ ア 控 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 に よる 。 


アフ ター サー ビス 


1 . 保 証書 一 保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記 
入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 

2. 保 証 期 間 - お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 - 
正常 な ご 使用 状態 で この 期間 中 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手 
数 で す が 製 品 に 保証 害 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 
サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


3. 保 証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 
サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
修理 に よっ て 機能 が 総 持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 票 望 に より 有 
料 で 修理 いた し ます 。 

4. ア フタ ー サ ービス に つい て 、 ど ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 駅 売店 ま 
た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
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田 9 牙 ら 潮 生 |1H8 
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OO の 
の 
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| IN = ー] |NSS 
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に 3 F ゴ 支 ー 
S 
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本 書 の 構成 


「 1. ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 


ご 使用 上 の 注意 事項 や 、 設 置 方 法 を 説明 し て いま す 。 正 し く お 使 いい た だ くだ た 
め に 必ず お 読み くだ さい 。 


「 っ . 各部 の 名 称 と 機能 


前 面 バ ネル の 宮 キ ー や ディ ス ブ プレイ 表 示 な ど に つい て 癌 明 し て いま す 。 ま た 、 
キー 操作 に 関す る 全般 的 な 注意 や 操作 の 一 覧 や も ちり ます の で 、 ご 確認 下さ い 。 」 


3. 基本 操作 


基本 的 な 送信 と 受信 の 手順 を 説明 し て いま す 。 初 め て ツイ ン バ ン ドモ ー ビ ル 機 
を お 使い に な る 方 は 必ず お 読み くだ さい 。 


4. 導 機 能 の 使い か た 


本 携 の 豊富 な 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 よ く お 読 み に な っ た 上 、 十 分 に ご 
活用 下さ い 。 


5. 特定 の 相手 と の 交信 


特定 の 相手 局 と だ け 交信 する 機能 トー ンス ケル チ (CTCSS) DTMF ス ケル チ 
(DSQ) に つい て 説明 し て いま す 。 
ト さ ノ 


| 6. リモ コン 機能 の 使い か た 


オフ ショ ン の DTMF 付 マイ ク を 使っ た マイ クリ モコ ン 機 能 に つい て 説明 し て 
いま す 。 


「 7. パケ ッ ト 通 信 


バ ソ コン 等 を 使っ た 1500bpS、9600bpS の パケ ッ ト 通 信 の 運用 方 法 に つい 
て 説明 し て いま す 。 


8. 保守 に つい て 


アフ ター サー ビス 、 オ プシ ョ ン 、 申 請書 の 書き 方 な ど に つい て 説明 し て いま す 。 
また 動作 が お か し い 時 は 本 章 の 「 故 障 と お 考え に な る 前 に …] を ご 参照 下さ い 。 


し 


頭 o。 lo lo 0 IS 上 


2 
2 
バケ ッ ト 通 信 の 付属 装置 を つけ て 申請 する 場合 ] 
28 品 パケ ッ ト 通 信 の た め に TNC 等 を つけ る 場合 は 、 技 術 適合 受信 機 で な く な り 、 筆 証 認 定 安 受 け て 申請 し ます 。 
ai ER 6 本 く 技 適 証明 発行 願 > 
9 利 に 必ず お 読み 下さ い VFO0 チ ャ ン ネ ルス コー プ ーー ED 30 
① (ご 便 用 の 前 に 必 ず お 読み さい 光ら 088eAO5 08 間 ④ 「2※ 信 牧 -6」 の 開 に 技 半 証明 の 番号 を 記入 し ます 。 
付 展 昭 に つい て ーー し ーーーーーーーB 2 と @ 「7 付 必置 ] の 慢 は 「 有 | IO を つけ ます 。 ーー _ 
使用 上 の ご 注意 ーーーーーー > HeSIUOERYRS208R SA 剖 ③ 要 画 の 「5. 送 信 機 の 付属 装置 】 の 間 は 付属 装置 の 名 称 、 方 式 、 規 格 を 備考 拉 に 該当 する 送信 機 番号 を 本 入 し て 下さ い 。 
起源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 ………… パ バー 8 VHF 側 、UHF 側 の 同時 スコ ー プ ーー 3a 
マ アイク PIKO 撲 貫 00 ロロ に 1 チャ ン ネ ルス コーー プ 中 の 操作 パー ドー 33 付属 装置 の 方 式 、 規 格 例 通信 速度 1 1800pps 9600bps 
アン テ ナ の 接続 ーー 5 スキ ャ ン 1 と ビン 5 キ 34 
・ 符号 構成 AX. ら 5 ブ プロトコル 準拠 
固定 で 運用 する 場合 の 接続 E スキ ャ ン 洗 開 条件 を 設定 する -……ーーーーー 34 ー」 
モー ビル で 運用 する 場合 の 接続 ……………・… 10 バン ドス キャ ンー ドー バー に ーー バー 34 AFSK GMSK 
ツ ロ グラ ムズ スキ ヤン 220 っ sg 35 方 式 一 搬送 波 周波 数 1700Hz ガウ ス フ ィ イル タタ に よら 剖 域 制限 
メモ リー スキ ャ ン …… ド ーー ドー ドー ドー ドー 35 周波 到 編 移 50OHz (BbT=O.5) され た GMSK ベ ー ス 
⑧) ( 各部 の 名 称 と 機能 ) 6. ス イー プス キャ ン …… ド ーー 3e バン ド 尼 号 に よる 直近 財 | 
バン ドス イー プス キャ ン 生やす が 3 ア 電波 型式 F ら | F1 
1 . フ ロン ト パ ネ ル プログラム スイ ー プ スキ ャ ン …… い "ドー バー37 ー 
周波 主 ら .4kHz 
ら 6. ディスプレイ 1 メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン -…… 細 ま 
3. リア パネ ルーーーー ド ーー ピー に ーー 1 ア フ . プ ライ オリ ティ ドー…… 
4. マ イク ロホ ン eS 1 フ ブラ イオ リティ で 2 波 を 待ち 受け る に 較 
知っ て お く と 便利 な 機能 .……………… ( 押 線 司 事項 太 び 工事 設計 書 ) 
同じ バン ド を 同時 に 受信 する 付属 品 を 付け る こと に より 、 追 加 に な る 事項 を 宮 め て 記入 し ます 。 
⑧③ ( 基本 採 作 ) 送信 バン ド と 操作 バンド を 分 ける 
シン グル リ バン ド で 受信 する 光生 た で は すえ DR-61 0S DRL-61 OH 
1. 受 信 か ら 始 め よ うー に oe 18 送受 信 で 央 波数 を 変え て 交信 する *] 技 適 旗 明 の 番号 を を 記入 し ます 。 
ら . 送 信 を し て みる 5 IRO ド 処 視 Y adiihinedee33 っ : 
CR 5 の PR 和 0 9 di_『77 2 "TFT *2 | F1、F8、F3 144MHz 吾 F1 、F2、F3 144MHz 帯 
- 3 人 1 45 変更 の 権 別 |B 呈 電 投 族 % 要 |5 F1、F2、F3 430MH2 帯 F1、F2、F3 430MHz 帯 
一 擦 ロッ ク す る トー ト - 
BONPGRES 45 ーー 3 VS4624422 コク カク タン バ 和 間 
(4) (名 和 能 の 使い か た ) アッテネータ を QNOFF す る ・ 2 glews "4 | )4aww now 隊 二 5ow 
が に の 主 の 型式 * ネ ど 2z 事 z 
ー サブ バン ド 側 の 音声 を 消す 46 
メモ リー チャ ッ ネ ルー ンー バー ジー ジッ 2 らら 使わ な い 時 自動 的 に 電源 を 切る ・ 4 ア ネ ら 5 144MHz 帯 M57715X 1 144MHz 油 S-AV17x1 
メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 し 方 ……… バ ーー 83 9. セ ッ ト モ ー ド .….48 430MHz 帯 M57704MRX1 | 430MHz 帯 M57788MRX1 
メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する ………… g4 操作 の 手順 ……… …:48 生還 0 *S *6 | 144MHz 軸 185V 144MHz 帯 13ev 
メモ リー デー タ 1 ch を 消去 する ーー 25 ビー ブ 音 墨 の 設定 … ー:48 モロ ュ 430MHz 帯 13.5V 430MHz 帯 13.2V 
メモ リー デー タ を VF0 に 移す ーー 95 ペル 交 の ONOFF …・ …49 2 使用 する 宇 中 線 の 型式 を 記入 し ます 。 
9 コー ルチャ ン ネ ルト (ドド ーー 26 本 体 ス ピー カーON グ OFF トード ーー ドド ーー 249 上 名称 還 数 *5 1 
コー ルチャ ン ネ ル の 呼 田 し 方 ーー ドー 86 7 王 酸 中 OROSOERonetotndKObh2N2R 49 還 注意 | * [*2] 9600bps の パケ ッ ト 通 信 を 行わ な い 場 合 は F] は 記入 せ ず Fg と F3 の み に 
コー ル 周 波数 存 変 軍 す る ーー ドー 26 タイ ム ア ウ ト タ ダイ マー hettirettsitetee 49 に 二 1 し ょ の な り ま す 。 
ルウ シー reETSSSRGSLSRAOIELDS 寺 mc ee に @ 周波 迷 測 定 装置 の 楓 は ( 押 ) に ひつ を つけ ます 。 
3. レ ビー タ ど 7 チャ ン ネ ルス コー 受信 時 間 の 設定 -…・………・ 50 | その 他 の 事 又 計 | 法 志 に 規定 す 。 送 人 朱 和 思 の 洲 付 は 衝 略 で き な す 。 
レビ ピー ター 運用 時 の 設定 に 合わ せる ・………………27 チャ ン ネ ルス コー プ サ イ ズ (5 波 ン 1 1 波 ) の 設定 50 ーー トー ーーーーー 
リバ ー ス (送受 信 周 波数 を 反転 する ) …………… 27 スイ ー プ スキ ャ ンタ イプ の 設定 …… ーーー 51 
トー ン エ ンコ ー ダ を 設定 する …・・……ー ーー 28 DTMF1 桁 目 送出 まで の WAIT 時 間 の 設定 …… 51 
ペ ュ ニー 
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@ 申 請書 の 


書き 方 


本 半 は 「 技 術 時 準 合 証明 を 受け た 機 披 で す 。 2 0 ッ ト 通 信 
本 機 の 左側 面 に 貼ら れ た 技術 大 準 半 合 証明 シー ル に em 仙人 9NZGRE IGR 骨 パケ ッ ト 
証明 番号 が あり ます 。 (番号 は 幼 線 機 毎 に 異な り ま 8 メー タス ケル テ 機 能 ONZDFF て ーー 9 
す 。) 10. リ セッ トー ドー に に ee - フ 0 
本 機 を TNC 等 の 付 庶 装置 を 付け な いで ご 使用 に な る 全 り セッ ント ーー ドゥー ドー ドーレ に ーー 53 BE 通信 内 ー プ 」 
合 は 技術 週 合 証明 送受 信 機 と し て 申請 で きま す 。 YEO2 も AIRGRNROIRERINIII 59 ら 9600bps 専 用 の パケ ッ ト 通 信 …………:78 
(付属 装 田 を つけ る 場合 は 次 の ペー ジ ) な お 、DR- 3 
810H タ イブ で 申請 する 場合 は 第 級 ア マチ ュ ア 無線 Oo 
技士 以上 の 資格 が 必要 に な り ま す 。 6 KV140 | K V141 ⑤) ( 特 十 の 相手 と の 交信 ) ⑧) ( 保守 に つい て ) 
00000 
PSP 四 69996| 技 半 工 明 JARDJ 。 稀 要 ーー トーーーーーーーーー こ EEEE 
技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 概要 54 故 陣 と お 考え に な る 前 に 
DR-610H DR-610S 1. ト ー ン スケ ル チ 一 トド ドー ドド ーーー 55 オプ ショ ン の 取付 け 方 上 凡人 の 0 
く 技 適 証明 発行 願 > らら.DSQ 8 生み CS は Se を 56 ト ー ン 4 ケ ル チ (CTCSS) ユニ ッ ト RPCPPPPEPEH フ 5 
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(ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 


人 @ 付属 品 に つい て 人 参 


開 細 し まし た ら 付 属 品 が そう っ て いる こと を 確認 し て 下さ い 。 
ママ イク 


ャ モー ビル ブラ ケッ ト 


マク イッ クマ ニュ アル 


P 探 作 シー ト 
(オプ ショ ンマ イク EMS-12 の 
裏 に 貼っ て ご 使用 下さ い 。) 


マヒ ュー ズ 付 
DC 電源 コー ド 


六角 ネ ジ 用 スパ ナ 


IEopglroNeno』 ooglrorenom 


に に 
lcatuifel 1 ea 


Suer 


UE 
[ose sst Atouie_」 


マモ ー ビ ル ブラ ケッ ト 


取付 用 ネジ セッ ト 


六角 ネジ (M4x8mm) 
0 の x4 
タッ ピン グ ネ ジ (M5x20mmm) 
@DSy @⑩ FRESHCSI ミ が x4 
ネジ (M5x20mm) 

9 の CCAESD2AWSare Rs メ 4 
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取扱 説明 書 (本 書 ) 
保証 書 


WEZUHF Wnt EAAD FM TRANCEMEA 


DR-610S 


W 
() 


WEECOPOEEKONW) 


OH 


DTMF 付 リモ コン マイ ク (EMS-1 ら ) 


| | 外部 スピ ー カ ー の 接続 


本 体 も し く は 中 継 BOX (オプ ショ ン ) の マイ クコ ネ ク タ に 
取付 て ご 使用 下さ い 。 


@ ① 
6 の 7 
すすめ る ⑳ 
で で すめ 
固 る 
ぶ 
①②UP ン DOWN キ ー 


本 体 付属 の マイ クロ ホン の UP/DOWN キ ー と 同じ で す 。 周波 数 
や メモ リー チャ ン ネ ル 等 の UP ピン DDOWIN が で きま す 。 


PTT キ ー 


本 体 付 居 の マイ クロ ホン の PTT キ ー と 同じ で す 。 押 し て いる 問 
は ディ スプ レイ の が 点灯 し て いる バン ド が 送信 状態 に な り 
ます 。 


④DTMF キ ー 


リモ コン コマ ンド や 周波 数 の 入力 に 使用 し ます 。 ま た 、 直 接 DTMF 
信号 を 送信 する の に も 使用 で きま す 。 


ロッ クス イッ チ 


スイ ッ チ を ロッ ク す る と マイ ク の UPZDOWN キ ー や DTMF キ ー 
が 勘 か な く な り ま す 。 


HEMOTE ン DTMF ス イッ チ 
マイ ク で リモ コン 動作 を させ た く な い 時 は DTMF 側 に し て お いて 
下さ い 。 送信 中 の DTMF 信 号 直 接 送出 以外 は DTMF キ ー は 拍 か な 
く な り ま す 。 


SPi に 外部 スピ ー カ ー を 1 つ 接 続 する 場合 


UHF 側 音 声 SP ら 2 SP1 


VHF 便 : 外部 スピ ー カ ー (SP 1 接続 ) 
UHF 側 ・ 内 部 スピ ー カ ー 


SP 1 、SP2 に 外部 スピ ー カ ー を ら つ 授 続 する 場合 


VHF 側 : 外部 スピ ー カ ー (SP1 接 続 ) 
UHF 側 : 外部 スピ ー カ ー (SPG 接 統 ) 


SP2 に 外部 スピ ー カ ー を 1 つづ 接続 する と 外部 スピ ー カ ー か ら VHF 側 、 
UHF 條 両 方 の 音 が 聞こ えま す 。 


VHF 便 


UHF 便 外部 スピ ー カ ー (SP8 接 続 ) 
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中 継 BOX (EDS- 1 ) 


接続 の し か た 
1. ケ ー ス を 止め て いる 9 本 の ネジ を 外す 。 


Po 


SS 
ら . カバ ー を は ず す 


本 体 へ 


フロ ント パネ ル へ 


. セパ レー ト ケ ー ブ ル を 取付 ける 。 
① セ パレ ー ト ケー ブル を コネ クタ に し 込む 。 
FRONT. TRANSCEIVER か らく る リー ドコ ネ ク タ を 
図 の 様 な 方 向 に 茶色 リー ド 線 が くる よう に 差し 込ん で 
下さ い 。 
② ケ ー ブ ル ブッ シュ を ケー ス 潜 へ は め 込 お 。 


4. カバ ー を 取付 け 、 ネ ジ を 止め る 。 


5. ス ピー カー の 接続 位置 


3.5 ゅ プラ グ 
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取付 が た -1 
① 取 付 用 の 金具 の 4 本 の ネジ を 、 取 りら は ず す 。 


We 
ルク 


② 付 属 の 両面 テー プ で コン ソー ル ボ ックス 等 の 平面 に し っ 
か り 貼 り 付け て 下さ い 。 貼付 面 の 油 、 よ ご れ 等 を きれ い 
に 拭き 取っ て 貼付 け て 下さ い 。 

取付 か た - ら 
(座席 シー ト 用 ボル ト へ の 取付 例 ) 

① 取 付 用 の 金具 の 4 本 の ネジ を ゆる め る 。 

@② 座 席 シ ー ト の 固定 用 ボル ト を ゆる め 、 ボ ルト に は さん で 
金具 の 取付 位置 を 決め る 。 


③ 取 付 用 人 金具 の ネジ を し っ か り 締 め た 後 、 再 び 座席 シー ト 
の 固定 用 ボ ポルト に は さん で ボル ト を 締め 、EDS- ] を し っ 
か り 固 定 する 。 


人 @ 使用 上 の 


馬 本 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど 
を 外し 、 内 部 に ゆれ る こと は さけ て くだ さい 。 


メグ 


時 直 射 日 光 に 当る 所 、 ぼ ほこ り の 多い 所 、 暖房 器具 な ど 発 熱 
物 の 近く は さけ て くだ さい 。 


量 花 瓶 、 化 粧品 な ど 水 の 入 っ た も の は 、 セッ ト の 上 に 置か な い 
で くだ さい 。 ま た 、 泥 度 の 高い 所 は さけ て くだ さい 。 


罰 放 熱 を よく する た め 、 壁 か ら 10cm く らい 離し て くだ さい 。 


キーー ト 
10xm 


画 チ ュー ナー、 テ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る る よう な 
と ぎ は 、 距 離 を 評 し て 設置 し て くだ さい 。 


ズ 


塞 惑 当 コー ド を 無理 に 引き 抜い た り 、 折 り ま げた り し な い 
で くだ さい 。 ま た 、 総 ぎ 足 し する と 、 通 電 し な く な っ た 
り 、 シ ョ ー ト の お それ が あり ます の で し な いで くだ さい 。 


.X 


に < すき ーーーー ゴ 
ご 注意 参 
時 本 セッ ト は DC (直流 ) 13.8V (一 ) 接地 用 で す 。 


さる 
還 *es 


一 DC (直流 ) 安定 化 電源 を 使用 する 場合 、 ぬ れ た 手 で AC 
(交流 ) 電源 の プラ グ を 抜き 差し し ます と 、 成 二 す る お 
それ が あり ます の で 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 


、X 

ンー っ 

の < で へ 、 

SS 
置 当 度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 急 に 温か い 所 へ 移動 し ま 
す と 、 製品 に 又 が つく 場合 が あり ます 。 可 が つく と 表 品 


の 動作 に 悪影響 な 与え 、 改 障 の 原因 に な り ま す の で 、 よ 
く 乾燥 させ 、 忠 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


て 
トー ュー 
の 


田 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 具 い が する 場合 は 電源 スイ ッ チ 
を すばやく 切り 、 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 速 や か 
に 購入 店 また は 最 礎 り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 連絡 くだ 
さい 。 


運用 時 の ご 注意 


軒 起 波 を 発射 する まえ に 

ハム バン ド 近 く で は 、 多 く の 業 務 無 線 局 が 運用 さ 
れ て いま す 。 これら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発射 
する と アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 を 満足 し て い 


て も 、 思 わ ぬ 電波 障害 を 超 て すこ と が あり ます の 


で 、 移 動 軍 用 な ど で は 充分 ご 注意 くだ さい 。 特 に 
つぎ の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 行わ ず 、 
必要 な 場合 は 悠理 者 の 承認 を 得る よう に し まし ょ 
う 。① 航 空 機内 ⑥ 空 港 敷地 内 ③ 新 幹線 車輌 内 ④ 業 
務 無 線 局 及 びそ れ ら の 中 継 局 周辺 。 


人 @ 電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 佑 
マイ クロ ホン の 接続 


付属 の マイ ク 、 ま た は オプ ショ ン の DTMF 付 り モ コン マイ ク 
(EMS-18) を 取り 付け ます 。 


(1) 内 ネル 右 下 の マ イク コネ クタ に マイ ク を 授 続 し ます 。 
接続 する 方 向 が 違う と 、 マ イク が 差し 込め ませ ん 。 方向 を よく 
お 確か め の 上 、 援 続 し て くだ さい 。 


(2) コ ネ ク タ 外 側 の リン グ ネ ジ を 締め ます 。 


て リン グ ネ ジ 


1) リア パネ ル 左 下 の ア ン テ ナ コネ クタ に 、 
ブル を 接続 し ます 。 


(2) コ ネ ク タ 外 側 の リン グ ネ ジ を 締め ます 。 


ナ の 同軸 ケー 


| 
AN 
| 


アン デ ナ に つい て 
アン テ ナ は 交信 する うえ に お いて と て も 重要 な 要素 と な り ま す 。 
運用 目的 や 設置 場所 に 応じ た 性 能 の よい アン テ ナ を お 選び 下さ 
Us 


合 ア ン デ テ ナ は デュ アル バン ド 用 アン デ ナ (144 プ 430MHz 用 ア 
ン デ ナ ) を ご 使用 下さ い 。 


@ 本 機 の アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス は 500 で す 。 同軸 ケー ブル や 
アン テ ナ の イン ピー ダン ス が 異な っ て いる と 、 本 機 の 性 能 が 
十分 に 発揮 され な く な り ま す 。 


と の 場合 | 送信 出力 の 低下 や 他 の 電子 機器 (テレ ビ 等 ) の 動作 に 
影響 を 与え る こと が あり ます 。 


珍 ア ン デ ナ と トラ ン シ ー バ ー を 接続 する 同軸 ケー ブル は 、 で き 
る だ け 太 いも の (5D-2V 以 上 ) を 、 な る べく 短く ご 使用 下さ 
い 。 ア ン テ ナ と の 距離 が 速く な る 場合 は 1 0D-BV な どの 低 損 
失 の 同軸 ケー ブル を お 使い 下さ い 。 


セパ レー ト ア ング ル (EBC-8) の 取付 か た 


フロ ント パネ ル 面 


セパ レー ト 
ノア ング ル 


タッ ピン グ ネ ジ 
(M2BxGmm) 


ワッ シャ 付 ネ ジ メ 82 


市 販 テレ ビ 台 使用 可 (カメ ラ ネ ジ ) 


1. フロ ント パネ ル 部 に セパ レー ト ア ング ル を 固定 す る 。 
タッ ピン グ ネ ジ (2.6X6mm) 3 個 で バネ ル へ 固定 する 。 


注意 


e 指定 以外 の ネジ を 使用 し ます と 、 バ ネル の 内 部 を 破 握 す る 事 が あ 
り ま す 。 ネ ジ の 長 を よく 確認 し て 下さ い 。 


ら . フロ ント パネ ル 部 を 車 に 固定 する 。 
バネ ル 部 の 取付 位置 を 決め る 。 各 ケー ブル の 長 さ や 本 体 の 取付 位 
置 に も 配慮 し て 下さ い 。 


3. 付属 品 の 両面 テキ ー プ を アン グル に 貼り 、 車 に 取付 ける 。 
(安定 し た 平ら な 場所 を 選ん で 下さ い 。) 貼付 軍 の 油 、 よ ご れ 等 を 
きれ い に 摂 き 取 っ て 貼付 け て 下さ い 。 


4 セパ レー ト ア ング ル は 
市 販 の テレ ビ 台 (カメ 
ラ ネ ジ 付 ) に も 取付 可 
能 で す 。 

5. 付属 ネジ で 、 車 に 取付 
ける 。 


タッ ピン グ ネ ジ (2.6xX6mm) 3 血 
下 孔 2.1 


セパ レー ト ケ ー ブ ル の 取付 か た 


マヤ 本 体側 

①4OPEN の 表示 部 分 より フタ を 開け る 。 

② ケ ー ブ ル コネ クタ の 根元 を 持っ て 引 寺 抜く 。 

③ セ パレ ー ト ケー ブル コネ クタ を 差し 込む お 。 

《④ ケ ー ブ ル の ブッ シュ を 溝 に は め 込 ん る で フタ を 閉じ る 。 


泰 リー ド 線 が 無線 の 底 便 
に な る よう コネ クタ を 差し 
込み ます 。 


マフ ロン ト パ ネ ル 便 
①40PEN の 表示 部 分 より フタ を 開け る 。 

ケー ブル コネ クタ の 根元 を 持っ て 引 守 抜く 。 

セパ レー ト ケ ー ブ ルコ ネ ク タ を 差し 込む 。 

《④ ケ ー ブ ル の ブッ シュ を 溝 に は め 込 ん で フタ を 閉じ る 。 


黒 リ ー ド 線 が 底 側 に な る 
よう コネ クタ を 差し 込み 


ます 。 


注意 


* ケー ブル を 持つ て フロ ント バネ ル を ぶら 下げ た り し な いで 下さ い 。 
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パネル セ パレ ー ト キッ ト (EDS-1 ノ 2 ン 3) 


接続 の し か た 


EDS-2/3 の 接 統 


本 体 
8 
3 マロ レート ター ブル 
EDS-g-3m 
EDS-3…5m 
マイ クロ ホン 
EDS- 1 プン 3 の 接続 
DC 押 湖 
コー ド 
赤 (+) 黒 (-) 本 体 
ノーーー ズ へ 、 セパ レー ト ケ ー ブ ル (3m ン 5m) BE 
8 ビッ 
に で ] B * 
マイ クロ ホン 
外部 スピ ー カ ー 
(8 ロ n<160) 
接続 時 の 注意 


* 中 次 BOX (EDS-1 ) に セ バ レ ー ト ケー ブル を 接続 する 時 、 無線 薄 
(TRANSCEIVER) 側 と バネ ル (FRONT) 側 を 間違え な いよ う 
に 注意 し て 下さ い 。 

* マイ クロ ホン は フロ ント バネ ル 部 に も 接続 し て 運用 する こと が で 
きま す 。 (中継 BOX と フロ ント 部 と 両方 に マイ クロ ホン を 接続 し 
た まま で は 使用 し な いで 下さ い 。) 


76 


フロ ント パネ ル の 取り は ず し 方 


1. 電 演 スイ ッ チ (PWRH) を OFF に し て 電源 コー ド を 抜く 。 
(固定 司 の 場合 は DC 安定 化 電源 も OFF に する 。) 


2. フロ ント パネ ル を し っ か り 持 っ た まま 、 パ ネル 上 側 の リ 
リー ス ツ マ ミ ((OPENN) を 外側 に スラ イド させ る 。 


※ ツ マミ は 必ず フロ ント バネ ル を 持つ た まま 落と さ な い よう に 操作 
し て 下さ い 。 


3. ツマ ミ を スラ イド させ た まま 、 フ ロン トバ パ ネル を ゆっ く 
り と 手前 に 引い て 分 離す る 。 


再び フロ ント パネ ル を 本 体 に 接続 する 時 は 、 ま す 下 側 を 合 
わせ て か ら リ リー ス ツ マ ミミ 側 を 「 カ チッ 」 と 音 が する まで 
ロッ ク し て 下さ い 。 確実 に 取り 付け た こと を 確認 の 上 、 ご 
使用 に な っ て 下さ い 。 


@ 電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 依 


提 


固定 (ご 家庭 ) で 運用 する 場合 の 接続 


と し て 本 機 を ご 使用 に な る 場合 は 、13.8V の 直流 安 


(つき 


定 化 電 源 に 肖 続 し ます 。 本 機 と 安定 化 士 源 と の 接続 は 赤色 
の 線 を 器 源 の プラ ス ) 極 、 黒 色 の 線 を マイ ナス () 極 に 


接続 し ます 。 


注意 


@ 接続 に は 必ず 付属 の DC 電源 コー ド を 使っ て 配線 し て 下さ い 。 


13.8V 出 力 
安定 化 館 源 


安定 化 呈 源 容 時 


DR-610S : 4.5A 以 上 
DR-610H : 12A 以 上 
当社 の 路 源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 


ピー カー を 接続 する と バン ド 単 位 で の 


リア パネ ル の スピ ー カ ー 端 子 (SP1 、SP ら ) 


音声 


に 市 販 の 外部 ス 
H 力 が で きま す 。 


接続 の し か た に つい て は P79 を ご 参照 下さ い 。 


外部 スピ ー カ ー 


@ 電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 


モー ビル (自動 車 ) で 運用 する 場合 の 接続 


1. 取 付 場所 


玲 に より 


内 レイ アウ ト は 異な り ま す が 、 操作 性 、 安 全 運 転 


の 面 か ら 最適 と 思わ れる 場所 を 選ん で 下さ い 。 


サー 


12V バ ッ テ リ ー 


次 の よう な 場所 は 避け て くだ さい 。 
ロ 
直接 振動 が 伝わる 場所 
カー ヒー ター の 吹出 口 な ど 車 内 温度 が 上 昇 す る と ころ 


ひざ が 本 機 に 当る 所 


2. 電源 の 接続 
付属 の DC 電 演 コ ー ド を 12V バ ッ テ リ ー 端 子 に 直接 接続 し て 
下さ い 。 電 源 コ ー ド の 赤 を プラ ス G) 極 、 黒 を マイ ナス 
極 に 接続 し て 下さ い 。 

注意 

s 本 搬 は DC13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な どの ら 4V パ バッ テリ ー の 車 


に は 直接 接続 で きま せん 。 
e 〇 接地 車 で ご 使用 下さ い 。G) 接地 車 の 場合 は 販売 店 か 当社 


ビス 窓口 で ご 相談 下さ い 。 


@ 直 源 接 続 の 際 は ショ ー ト 事故 防止 の た め バ ッ テ リ ー の マイ ナス 
端子 の 線 を いっ た ん は ず し 、 完 了 後に 線 を つない で 下さ い 。 


* シ ガー プラ グ か ら の 器 源 供給 は お や め 下 さい 。 相 源 供給 が 不安 
定 と な り 、 性 能 が 維持 で き な く な る こと が あり ます 。 


※DC 電 源 コ ー ド は 熱 や 水滴 の か か ら な い 所 に し つっ かり 
と 固定 し て 下さ い 。 


レン ーーー 


パネ ル セ バ レー トキ ッ ト (別売 ) を 使う と 、 本 機 は パネ ル 
部 分 と 無線 機 本 体 を 分 離す る こと が で きま す 。 


パネ ル と 本 体 を 分 け て ご 使用 に な る 場合 は P76 を ご 参照 下 


さい 。 


ge 


本 体 部 


本 体 は トラ ンク ルー ム や 、 


座席 の 下 な ど に 環 守 ます 。 
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オプション の 取付 け 方 


本 機 の 機能 を 十分 に 発揮 させ る 為 に オプ ショ ン ユ ニッ ト を 
用 意 し て お り ま す 。 オ プシ ョ ン ユ ニッ ト に より まし て は 間 
違っ て 取付 ける と 故 陣 の 原因 に な る こと が あり ます 。 取 付 
方 法 を よく 読ま れ て 正しく 装 褒 し て 下さ い 。 な お 、 取 付 中 
は 必ず 電源 コー ド を 抜い て 下さ い 。 


EJ-23U メモ リー ユニ ッ ト \ ら 6.800 
EJ-24U トー ンス ケル チ (CTCSS) ユ ニッ ト \6.9800 
EDS-1 中 継 BOX \4.800 
EDS-@ セパ バ パレート ケー ブル (3m) \1.800 
EDS-3 セ バ パレート ケー ブル (5m) \2.800 
EBC-8 セ バ レ ー ト アン グル \1.200 
EMS-1G DTMF 付 り モ コン マイ ク \9.300 


トー ンス ケル チ (cTcss) ユ ニッ ト (EJ-24U) 


メモ リー ユニ ッ ト (EJ-23U) 


1. 電源 スイ ッ チ (PWR) を OFF に し て 、 電 源 コ ー ド を 抜く 。( 
ら . 上 ケー ス の 4 本 の ネジ を は ず し て 上 ケー ス を な を 釣 す 。 


き . フロ ント パネ ル 側 か ら 見 て 左手 前 に あめ る ENC ユ ニッ ト を 
取り 外す 。 


ENC ユ ニッ ト 
臣 は ず す 
「 ーー デ 還 


土 信 


4. ENC ユ ニッ ト の 後 へ EJ-84U を 差し 込む お 。( コ ネ ク タ を 
差し 込む 時 、 赤 色 の 線 が パネ ル 側 か ら 見 て 右 に くる よう 
に し て 下さ い 。) 
EJ-24U 


フロ ント バネ ル 


5. 上 ケー ス を 取付 け 、4 本 の ネジ を 止め る 。 


定 局 の 場合 は DO 安定 化 二 源 の 号 源 スイ ッ チ も UFF に する 。) 


2. 無線 機 の 下 ケー ス 側 を 上 側 に し 、 下 ケー ス の 4 本 の ネジ 
を 外す 。 


9. フロ ント パネ ル 側 か ら 見 て 右手 前 の コネ クタ を 確認 する 。 


よ 
性 」 
フロ ント バネ ル 
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4.EJ-G3U を コネ クタ に 差し 込む 。 


reeeserrseszsocsses 


フロ ント バネ ル 


ロ LJ 


5. 下 ケ ー ス を 取付 け 4 本 の ネジ を 止め る 。 
75 


ーーーーーーーー ー 瑞 コ ミウ > 
年 が 号 還 5. 旬 還 人 @ 電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 多 
PTT キ ーー を 押し て も 送信 で き | a. マイ クロ ホン 端子 の 差込み 不 完全 。 | a. マ イク ロホ ン を 確実 差し 込ん で 下さ い 。 ミミ 、 
な い 。 b. アン テ ナ が 挨 続 され て いな い 。 b. アン テ ナ を 確実 に 接続 し て 下さ い 。 < 下 所 と し て ゅ 4 土 0 ら を あけ た 場合 〉 1 5 0 9 
レビ ピー ター な を アク セス する こ | レビ ー タ ー を 使う た め の 設 定 が 間違っ て | トー ン B8.5Hz、 一 5MHz シ フト に 設定 し て 2 を 車体 に 取り 付け ます 。 
で き な い 。 。 6 
と が で き な い 。 いる 下さ い 。(mwyPg フ ) 5 の 
プロ グラ ム ス キ ャ ン が で き な い 。 | スキ ャ ン エッ ジ メ モ リー が 正しく 登録 され て | スキ ャ ン の 下限 、 上 限 の 周 流 数 を V ・U 再 BS39HB = (4 本 の 六角 ネジ を 本 体 に 軽く 取り 付け ます 。 
いな し し 用 バン ク の PH、PL に 正しく 登録 し て 下さ タッ ピン グ ネ ジー 1 
い 。(ewrP24) | 3) 六角 ネジ ① を 車載 アン グル の 溝 に 先 に 入れ 、 押し上げ な 
チャ ン ネ ルス コー プ が で き な い 。 | . コー ルモード に な っ て いる 。 da.VFO モ ー ド か メモ リー モー ド に し て 下さ し > 車 埋 ア ング ル 車 隊 アン グル が ら 後方 に 押し 込ん で 下さ し 
b. スキ ッ プ メ モリ ー、 メ モリ ーC、PH、PL | b. 他 の メモ リー チャ ン ネ ル を 迄 ん で 下さ い 。 本 
を 選択 中 で ある 。 4) 同 時 に 六角 ネ > 前 の 満 に 入れ ます 。 
Cc. スコ ー プ サイ ズ が 5 波 で な い 。(V・U | co. 同時 に チャ ン ネ ルス コー プ す る と き は セ MSA 
同時 スコ ー プ 時 ) ッ ト モ ー ド で サイ ズ を 5 波 に し て 下さ い 。 て bs 
バケ ッ ト 通 信 が うま くい か な い 。| a. 1 200bps プ 960Obps の 運用 方 法 が | ga. 説明 どおり に 正しく 運用 し て 下さ い 。 RE 
問 違 っ て いる 。 (m 補 P7O) NO 
D. 学 局 と 周波 数 が ずれ て いる 。 | D 周波 数 を 合わ せ て 下さ い 。 の 
C. 変調 レベ ル が 適切 で な い 。 C. TNC の 取扱 説明 涯 を 参照 し て 変調 出力 $ 
了 へ を 章吾 で Gis (付属 の スパ ナ で 本 機 を 車 埋 アン グル に し っ か り と 固定 し て 
0. マル テバ ス 邊 が ある 。 d. アン テ ナ の 向き を か えて 下さ い 。 
| ga. 9600bps モ ー ド に な っ て いる 。 8.9600bps モ ー ド を 解除 する 。 
92 0 4 モー ビル アン テ ナ の 取り 付け か た 
モー アン テ ト と 
モー ビル アン テ ナ を 加 の ボディ に 四 定 する た め に は 基 台 
(人 を 設置 する 必要 が あり まる 走行 中 に 脱 著 する こと が な い 
| よう に 確実 に 取り 付け て 下さ い 。 
に ルー フサ イド 基 台 
5 0 員 遇 に 記 ST 5 
*] ヒュ ー ズ の 交換 ヒュ ー ズ を 交換 し て も すぐ に ヒュ ー ズ が 切れ る 場合 は 、 湯 湖 プ ラグ を 抜い て 、 販 売店 駐 は 当社 サー 
DR.G108.….5A | ビス セン ター へ ご 連絡 下さ い 。 
0 す 評 され た ヒュ ー ズ を ご 合用 下さ い 。DC 電 列 コ ー ド の ヒュ ー ズ は 15A で す 。 
受信 周波 数 が 下記 の 韻 係 に な る 時 、 変調 信号 を 受信 する こと が あり ます 。 こ れ は セッ ト の 周波 数 挫 成 に よる も の で 改 マグ ネッ ト 基 人 
障 で は あり ませ ん 。 シー 
VM バス に PMMA ド 人 の Ga 3| の 吾 数 店 ミ 45.1 or 58.3MHz 0 
受信 周波 数 ” 受信 周波 数 1 oonco T 


受信 周波 数 が 送信 周波 数 の 3 倍 の と き な ど 、 自 選 の 送信 信号 が 間 こ える こと が あり ます 。 


例 送信 周波 数 145.000MHz 受信 周波 数 435.000MHz 
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( ら ) ( 各部 の 名 称 と 機能 。 ( 保守 に つい て 


1. フロ ント バネ ル 人 @ 改 障 と お 考え に な る 前 に 


@ の ⑤ 次 の よう な 症状 は 故障 で は あり ませ ん の で よく お 礎 か め に な っ て 下さ い 。 処置 を し て も な お 異 宙 が 続く 場合 は 全 リ セッ 
ト (esyP53) を し て みて 下さ い 。 症状 が 回 復 す る こと が あり ます 。 


ェ ーー 


症 状 原因 処 暫 
《 ff る と CT 表示 が 上 [mmx ィ ッ テ Ancbz メ g. 直 源 の ) 端 子 と (-) 端子 の 接続 が 逆 に | a.DC 電 源 コ ー ド (付属 品 ) の 赤色 側 を (①) 
し て いる バン ド で 動作 し プレ イ に は 何 も 表 示さ れ な い 。 | な っ て いる 。 半 子 、 色 倒 を (-) 端子 に 正しく 接 続 
ます 。 し て 下さ い 。 
b. ヒ ュー ズ が 切れ て いる 。 b. ヒ ュー ズ が 切れ た 原因 に 関す る 修理 を し 
で 1 品 ー 世 
久 単 独 で 操作 し た 時 の 機能 た 後 、 指 容量 の ヒュ ー ズ と 頑 換 し て 下 
1 名 私 機能 ペー ジ さい 。(* 1) 
ーー 55EI つ は END この C. セ パレ ー ト 用 の 線 が 接続 され て いな い 。 | c. セ パレ ー ト 用 の 電源 コネ クタ を 確実 に 差 
。 メモ リー モー 込ん で 下さ い 。 
] MR/MW リー バン ク を 切換 えま す 。 21 し 込ん で 下さ い 
5 ディ スプ レイ の 表示 が 喧 い 。 | a. 電 源 電圧 が 低下 し て いる 。 a. 電源 中 圧 は DC1 3.8V で す 。 
! す と VFO モ ー ド に な り ま す 。VFO モ ー ド で 押す と 、V 
ら VFO/STEP 了 ます 内 NSR SKYROSB 和 81 b. デ ィ マー の 設定 が 階 い 設定 に な っ て いる 。 | b. セ ッ ト モ ー ド で ディ マー 設定 を 明る い 方 
ー (2) に し て 下さ い 。(mrP49) 
ツマ ミ を 回 す と 、 周 波数 や メモ リー チャ ン ネ ル 、 各 設定 項目 が 変更 
3 ダイ ヤル で きま す 。 19 スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な い 。 | a.VOL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 絞り ず ぎ て | ga.VOL ツ マミ を 適当 な 音量 に セッ ト し て 下 
ー - 受信 で き な い 。 いる 。 | さい 。 
4 | MHz/BANK マミ を 押す と 周波 艇 を 1MHz 骨 位 で 旋 軸 で きま す 。 19 b. ス ケル チ が 閉じ て いる 。 | b.SQL ツ マミ を 反 時 証 方 向 に 回 し て 下さ い 。 
5 | CALL/LOCK コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 再 度 押 す と 元 に 戻り ます 。 a1 Cc. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 | o. ト ー ン スケ ル チ ヂ を DFF に し て 下さ い 。 
RESE = d.DTMF ス ケル チ が 動作 し て いる 。 | d.DTMF ス ケル チ を OFF に し て 下さ い 。 
シフ ト ・ ス プリ ッ ト 中 に 送受 信 の 周波 数 が 反転 し ます 。 | 
人 REMWSRFT 8 5 の e. マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ が 押さ れ 、| 6. す みや か に PTT ス イッ チ を OFF に し て 
4 FRPT/BELL 押す と レビ ー タ ー 使 用 時 の 設定 に な り ま す 。 87 送信 状態 に な っ て いる 。 | さい e 
8 TSQL/DSQ | トー ン 設 定 、 ト ー ン 周波 数 が 設定 で きま す 。 28.55 1 8 メー タス ケル チ が 働い て いる 。 | f 弱い 信号 も 受信 し た い 時 は 、 セ ッ ト モ ー 
ド で S メ ー タ スケ ル チ を OFF に し て 下 
| VFO、 メモリー モード で 押す と スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 さい 。 (eyPB2) 
ヽ 2 934 lo 
の を 全 上 5 す る 時 に も 人 5 ます: サブ 側が ミュ ー ト 状 骨 に な っ て いる 。 | g. ミ ュー ト を 解除 し て 下さ い 。(pwP26) 
1 汰 泊 昌江 BIO VFO、 メ モリ ー モ ー ド で 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス コー ブ が 始ま り ま す 。 遇 6 h. 本 体 スピ ー カ ー が OFF に 設定 され 外部 | h. 本 体内 部 スピ ー カ ー を 使用 する 時 は セッ 
スコ ー プ 中 に 押す と 再 ス ター ト し ます 。 スピ ー カ ー が 扱 続 され て いる 。 | トト モー ド で スピ ー カ ーON に 設定 し (mr 
11 | HVLZATT 押す た びに 送信 出力 が HーM し と 切換 わり ます 。 eo P49) 外部 スピ ー カ ー 映 子 か ら ジ ャ ッ ク 
の を 抜い て 下さ い 。 
ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ まみ また 、3 秒 以上 押す と セッ トモ ー 加 
18 | F (SED) | Fc 入り 人 古び で きま す 。 - キー、 ダ イヤ ル が 動作 し な い 。 | キー ロッ ク 状態 (wm の 点 打 ) に な っ て いる 。| キー ロッ ク を 解除 し て 下さ い 。(5erP45) 
] 3 | マイ クコ ネ ク タ | 公司 の マイ ク を 続 し ます 。 ダイ ヤル を 回 し て も メモ リー | a. バ ンク 内 に 登録 され て いる メモ リー が | a. メ モリ ー の 登録 を し て 下さ い 。(rrP ら 4) 
ーーーー ー チャ ン ネ ル が 変化 し な い 。 な い 。 
14 | VHF TXLgp | 上 送信 バッド ( 同 証 点灯) の 時 県 し ます 。 1g b. コ ー ル モー ド に な っ て いる 。 b.MR キ ー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 
| 緑色 … 受 信 中 で す 。 赤色 … 送 信 中 で す 。 ー 
UP ノ DOWN キ ー を 押し て も | a. モ ニタ ー 機 能 が ON に な っ で いる 。 g. セ ッ ト モ ー ド で モニ ター 提 能 を OFF に し 
15 UHF TXLED UHF 側が 送信 バン ド ( 栖 還 点灯 ) の 時 点灯 し ます 。 19 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル て 下さ い 。(wsyP5 ら ) 
18 | PWR 回 演 を ON ン OFF し ます 。 18 が 要 化 し な い 。 b. コ ー ル モー ド に な っ て いる 。 b.VFO モ ー ド か メモ リー モー ド に し て 下さ いしい 
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に 4 や ーー R RI 
ど . 9600bps 専 用 の バケット 通信 lo 名 衝 機能 ペー ッ 
UHF 側が 採 作 バ ンド の 時 に 押す と 、VHF 則 が 送信 ・ 控 作 バ ンド に な 18 
1 フ VHF り 、 VHF 側 の 回 W CT 表示 が 点灯 し ます 。 VHF 側 が 操作 バン ド の 時 ・ 
1. パケ ッ ト 用 通信 機器 を 接続 する に 押す と VF0 バ ンド 芝 が 切換 わり ます 。 40 
VHF 側 が 操作 バン ド の 時 に 押す と 、UHF 側 が 送信 ・ 控 作 バ ンド に な 19 
無線 獲 の 前 男 に わる マイ ク 端 子 と 後面 に お る DATA 端 子 (中 央 ) に TNC 等 の デー タ 通 信 機 を 摂 続 し て 下さ い 。 18 UHF り 、 UHF 側 の CT 表示 が 点灯 し ます 。 UHF 側が 操作 バン ド の 時 8 
に 押す と VFO バ ンド 帯 が 切換 わり ます 。 40 
2.5 ゅ ブラ グ 接 続 19 VOL 名 バン ド の 音 還 調整 する ツマ ミ で す 。 18 
@ 20 SQL 名 バン ド の スケ ル チ を 調整 する ツマ ミ で す 。 18 
. 
-⑩ 
っ る る 殺 D キ ー を 押し た 後 、 語 表示 点灯 中 に 操作 し た 時 の 機能 
後面 有 
| EAA 1 | MRMW メモ リー チャ ン ネ ル の 書込み 、 ク リア 等 を 行い ます 。 | sz 
g VFO/STEP チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 し ます 。 
⑪TXD (送信 デー タ 入 力 ) 
TNC の MIC 出 力 を 接続 し ます 3 ダイ ヤル メモ リーN が 変わ り ま す 。 (周波 数 表示 は その まま で す 。) 
マイ クコ ネ ク タ 接 外 ⑫PRS9600 0 4 | MHz/BANK メモ リー バン ク を 切換 えま す 。 
NG 2 の 
NM HE 5 | CALL/L ロ CK キー ロッ ク が ON ン OFF し ます 。 
PTT 出 力 を 接続 し ます 。 出力 レベ ル 300mVp-p ノ 47kQ 6 REV/SHIFT シフ ト 、 ス プリ ッ ト 、 シ フト 幅 を 設定 し ます 。 
「1” に 落と す と 送信 し ます 。 UE ARKO 有 AOND2 フ | RPT/BELL ベル 機能 が ON ノ OFF し ます 。 
@NG TNC の 出力 用 の GND で す 。 
2 8 [| TSQL/DSQ DSQ モ ー ド (回 較 PSR ) を 設定 し ます 。 
@⑧NC 9 SCAN/SKIP メモ リー モー ド で スキ ッ プ メモ リー 設定 を ON ン 0FF し ます 。 35 
を PE ⑯NC プラ イオ リティ 動作 を 開始 し ます 
還 ン 6 テイ 円 
39 
②NG 0 PSRO9ERIO チャ ン ネ ルス コー プ 中 は チャ ン ネ ルス コー プ を 停止 し ます 。 
⑱GND (PTT 用 GND) ー 遇 
アッ テ ネ ー タ が ON ン OFF し ます 。 46 
s NO 電子 に は 把 続 し な いで 下さ い 。 11 | HUZATT 2 | 
12 | F 股 定 を 確定 し 、 フ ァ ン クシ ョ ン 科 能 を 終了 し ます 。 
の GE DE UHF 側が 送信 ・ 操 作 バ ンド の 時 に 押す と 、 操作 バン ド (CT) の み 
ら . バケ ッ ト 通 信 を する 、 VHF 半 に 移動 し ます 。 
ag VHF 介 が 送信 ・ 操 作 バ ンド の 時 に 押す と 、 操 作 バ ンド (CT) の み 
①⑥ キ ー を 押し な が ら RPT キ ー を 押す 。 」 UHF 周 に 移動 し ます 。 
バケ ッ ト を 中 止 し て 一 般 の 通話 を する 時 eS 具 PL 
軸 に に UHF 側 の A が 点滅 し ます 。 
は 、 必 ず A 表 示 を 消灯 させ て か ら 行っ て mer 
『4 su。 8 同 提 作 で 江 豚 し ます 。 人 93 ロロ 注 意 *⑤⑥ キー を G 秒 以上 押し 続け る と 、 セ ッ ト モ ー ド に 入り ます 。(msrP48) 
* チャ ン ネ ルス テッ プ (⑱⑩o2)、 シ フト (No6)、 DSQ モ ー ド (Na8) 設 定 中 は W 計 は 点灯 か ら 点 滅 に 変わ り ま す 。 
(⑲ 軍 用 する バン ド の バン ドキ ー (VHF、UHF) を 押す 。 表示 は 、 セ ッ ト モー ド を 除い て キー や ダイ ヤル の 操作 の な い 状態 が 5 秒 続 く と 消灯 し 、 変 更 内 容 は キャ ン 
回 表示 を 運用 バン ド 側 に 移動 させ ます 。 セル され ます 。 
⑨④SQL、VOL ツ マミ の 位置 は 受信 デー タ 出 力 に 影響 を 与え ませ ん の で 、 お 好 
に 操作 手順 | F キ ー な 提 す F キ ー 次 の キー 
み の 位置 に 設定 し て モニ ター する こと が で きま す 。 ーー ai ギー を 了 す 次 の キー を 押す 
F ー テ | 了 県 ーー ーー て あう 
め A ツ グ 
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1. 1200bps 等 の バ パケット 通信 


| 1. パ ケッ ト 用 通信 機器 を 接続 する 
⑨③ 線 幾 の 前 面 に ある マイ ク 端 子 と 後面 に ある スピ ー カ ー 端 子 (SPP) に TNC 等 の デー タ 通 信 機 を 接続 し て 下さ い 。 
@ 
計 村 | を 生 作 する と OT 家 示 が 京 条 3.5 ゅ フラグ 扱 続 
記 し て いる バン ド で 動作 し 
ます 。 サエ ーー@ 
6 6 9 @⑥ ⑳ ⑩ ⑩ @ @ 還 員 還 6 
L SP ら 端子 
ゃ こ ュ ロコ ぐる @ 
@⑤ キ ー を 押し な が ら 操 作 し た 時 の 機能 “ 還 sm | る | 
2 了 

Na | 名 称 機能 ペー ジ AFO (デー タ 出 力 ) 

1 上 滑 WW メモ リー モー ド で 押す と 、 メ モリ ー デ ー タ を VFO に 移し ます 。 還 本 後 の 受信 
(メモ リー シフ ト ) ⑩GND (AFO 用 GND) 
9600bps で バケ ッ ト 通 信 の 設定 に な り ま す 。 

4 HPT/BELL DS で パケ ッ ト 通 信 す る 時 の 設定 に な り ま す 7g マイ クコ ネ ク ダ タ 接続 

8 TSQL/DSQ DSQ コ ー ド を 設定 し ます 。 56 ①TxD (送信 デー タ 入 力 ) 

3: 可 RS TNC の MIC 入 力 を 接続 し ます 。 
スキ ャ ンタ イプ (ビジ ー ス キャ ンプ タイ マー スキ ャ ン ) を 切換 えま 
9 SOAN/SKIP 症 84 @PTT 
ー - ー ー PTT 出 力 を 接 近 し ます 。 
11 | HLATT 押す と サブ バン ド (町 還 消 灯 ) の 受信 音 を カッ ト し ます 。 5 に 大 由 き 湊 信 し ます : 
(サフ ミュ ー ト ) 1 NO 
@④NC 
玉 意 *DSQ コ ー ド (No8)、 設定 中 は き 言 が 点 減 し ます 。 同 有 @NC 
表示 は キー や ダイ ヤル の 操作 の な い 状態 が 5 秒 続く と 消 し 、 変 更 内 容 は キャ ン セ ル さ れ ま す 。 AH ON 
の - ⑦DE TxD 用 GND) 
操作 手 F キ ー を 押す その まま 次 の キー を 押す ほ ] TNCH カ 用 の GND 
の ウ zo あう 土 29*  NC 潜 子 に は 接続 し な いで 下さ い 。 BND (PTT 月 GND) 
2. パケ ッ ト 通 信 を する | 
@ あ キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ た 時 の 機能 
ら VFO/STEP 全 バン ド 淀 の VFO デ ー タ を リセ ッ ト し ます 。 53 注意 ① 暫 用 する バン ド の パン ドキ ー (VHF、UHF) を 押す 。 | 
e SGO0bps モ ー ド 表示 の “A' が 点 減 表示 を 運用 バン ド 側 に 移動 させ ます 。 
4 MHz/BANK オー ト パ ワ ー オ フ (APO) を ON ノン OFF し ます 。 47 し て いな いこ と を 確認 し た 上 で 運用 し @②SQL ツ マミ を スケ ル チ が 閉じ る 状態 まで 回 す 。 
て 下さ い 。 

1 F 全て の 設定 デー タ を リセ ッ ト し ます 。 53 / VOL ツ マミ を パケ ッ ト の 入力 レベ ル に 応じ て 調整 する 。 

17 | VHF UHF 側 の 表示 は され ず VHF 人 の み が 動 作 し ます 。 42 

18 | UHF VHF 側 の 表示 は され ず UHF 側 の み が 動 作 し ます 。 42 
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( パケ ッ ト 通 信 


パケ ッ ト 通 信 は 、 音 声 の か わり に パソ コン な どの キー ボー ド を 操作 し て 行う デー タ 通 信 の ひと つ で す 。 


らら. ディ スプ レイ 


旬 パ ケッ ト 通 信 に 必要 な も の ① ア ン テ ナ 

②DC 安 定 化 電源 (DF-6 1 0 用 ) 

③ 7 。 (TNC 用 ) 
④TNC(Tferminal Node Contrgoller) 


パソ コン な ど 


磁 
装 


融 源 は 本 機 用 と TNC 用 の 2 つ を ご 且 意 くだ さい 。 
また 、 バ ソコ ン ・TINC・ 無線 機 が 近 す ぎる と ノイ ズ を 受け る こと が あり ます 。 
相手 局 と 周波 迷 を ご 確認 くだ さい 。 周 波数 が ずれ て いる と リト ライ 回 数 が 多く な る こと が あり ます 。 


本 機 に は 遂 常 の 1200bps 等 の パケ ッ ト 通 信 と 、960Obps 専 用 の パケ ッ ト 通 信 の 2 通り の 運用 方 法 が あり ます 。 そ れ ぞ れ 
TNC 等 の 接続 方 法 が 異な り ま す の で 運用 する パケ ッ ト の 方 式 に よっ て 接続 し て くだ さい 。 
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① M メモ リー モー ド の 時 に 点灯 し ます (mwP21])  ⑨ 品 ⑥ キー を 押し て か ら 5 秒 間 点 灯 し ます 。 点 
TXD( 送 信 デ ー タ ) 入 力 感 度 灯 中 に ⑤⑥ を 離し て 次 の キー を 押す と 、 ファ 
@② CT VHF、UHF で 操作 パン ド 仙 の 表示 が 点灯 し ま ンク ショ ン 欄 能 が 動作 し まず 。 フ ァ ン クシ 
FPP の する 指 6 
0 の 本 月 SR 操作 キー を 押す 、 京 好 し で いる 介 で 動 ョ ン 機能 が 了 する か 、5 秒 同 押 作 が な い 
12DObps 287kp 10mvpp 通路 の TNC や デー タ 通 信和 機 に 対応 作 し ます 。(myP19) と 消灯 し ます 。 また 、 セ ッ ト モ ー ド や 各 設 
9600bps 10kQ gVp-p 市 販 の 8600bps モ デム /TNC に 対応 定 操作 中 は 点 減 し ます 。 
= ③ 箱 本 ”。 VHFUHF で 送信 バン ド 側 の 表示 が 点灯 し ま 
注 意 |  s 最 週 デ ー タ 入力 レベ ル (1 00bps -10mVp-p/960Obps.2Vp-p) か ら 大 きく は ずれ た 場合 は 、S/N 悪 化 、 邊 み に より 正常 な デ まあ PTT キ ー を 押す と 、 京 床 し て いる 側 で 送  ⑩ DIAL オプ ショ ン の DTMF 付 り モ コン マイ ク (EMS- 
ー タ の や り と り が で き な く な り ま す 。 信 し ます 。 (WP19) 12) を 取付 時 の み 働 く 、 オ ー ト ダイ アル 機 
< 96OObps 運 用 時 、 デ ー タ 入力 レベ ル が 約 3Vp-D ま で 大 きく な っ た 場合 は 、 本 陽 内 部 の リミッタ 四 路 が 動き 送信 デー タ を 制限 し 8 に 上 
て し まう の で 正常 な 運用 が で き な く な る こと が あり ます 。 そ の 時 は TNC 則 の ボリ ュー ム を 操作 し て 最適 し ベル に な る よう に し て _ 雪が ON 計 に 衣 条 し 訂 ま 6 FEG62 
下さ い 。 @L 送信 出力 パワ ー を 表示 し ます 。 
e 96OObps を 越え る スピ ー ド の GMSK 信 号 や 、 歪 み の 多い 信号 を 入力 ひる と 、 エ ラー が 多く な る ば か り で な く 、 右 短冊 波数 M L Low( ウ ー ⑩ TOT 送信 タイ ム ア ウ ト タ イ マー が 設定 され て い 
と 局 に 送 歌 を か ける こと に = ご 注意 下さ い 。 に 
が 広く な り 宙 局 に 送 歌 を か ける こと に な り ま す の で ご 注意 下さ い ee 970SERB 
消灯 …Hi パ ワー (WWP8O) 点灯 中 は 一 定時 間 以 上 の 送信 は で きま せん 。 
④⑤ 四 画 アッ チ ネ ー タ ON 時 に 点灯 し ます (CYP46)  ⑮⑫ APO "オー ト パ ワ ー オ フ が ON の 時 に 点灯 し ます 。 
(mwP4 プ ) 
⑮ 十 一 ー シ フ ト ま た は シフ ト が 設定 され て いる 
時 に 点灯 し ま %, スプ リッ ト が 酸 定 さ れ て い  ⑬ RC マイ クリ モコ ンコ マン ド 入 力 中 に 点滅 し ます 
る 時 は +ー 両 方 が 点灯 し ます 。 (PyP43) (mrP67) 
② TSQ トー ン エ ンコ ー ダ 、 ト ー ン スケ ル チ が 設定 ⑬ "つつ 〇 キー ロッ ク 機 能 が ON の 時 に 点灯 し ます 。 
され て いる 時 に 京 訂 し ます 。 (psyP28、 55) (mwP45) 
⑱ 固 回 本 DS (コー ドス ケル チ 、 ペ ー ジ ャ ー) が 設 


定 さ れ で いる 時 に 点灯 し ます 。 (myP59) 


NEIBUSY] @ TS タイ マー スキ ャ ン 時 に 点灯 し ます 。 消 灯 し 


送信 、 受信 の 強 さ を レベ ル 表 示し ます 。 て いる 時 は ビジ ー ス キャ ン で す 。(ewP34) 周波 数 の ダイ レク ト 入 力 
受信 (ryP18) 
送信 (myP80) 人 【 還 昭 I5W 送信 中 に 点灯 し ます 。 (rsyP2O) VFO モ ー ド で は マイ ク の DTMF キ ー を ① マ イク の FEMOTE/DTMF ス イッ チ を REMOTE 側 に セッ ト す る 。 
また 、 8 メー タス ケル チ に 設定 され て いる 時 っ て を 四 振 人 カテ る に と が で き | の DTMF キ ー で 100MHz 台 か ら 入 力 する 。 
は 、 ス ケル チ を 開く 基準 と な る レベ ル が 点 ( 爺 チ ャ ン ネ ルス テッ プ B0kHz 時 144.20MHz を セッ ト 
灯 し ます 。(mSP52) - 寺 波 麗 入力 多田 
サブ 側 音声 ミュ ー ト 中 は の み 点 減 MFIOODST4B.995NME ①⑥④④②④⑨⑨ を 入力 8 
UHF-430.000-439.995MHz Pic 
し ます 。(yP46) 符 せ H 
@ い ベル 機能 が ON の 時 に 点灯 し ます 。 点 灯 中 に ・ 注意 6 桁 肌 まで 入力 する と 少し 長く ピー 昔 が 此 り 、 設 定 が 完了 し ます 。 
呼び 出さ れる と 点滅 に な り ま す 。 (mrP45) * 現 在 表示 し て いる バン ド 辻 の 部 弄 内 で 
周波 数 を 入力 で きま す 。 
*VFO モ ー ド 以外 の モー ド や ( い 点 減 中 ES 
⑫ R P… プ ライ オリ ティ 動作 中 に 太 灯 し ます 。 は 肝 流 和 人 入 力 で きま せん 。 入力 を 途中 で ギャ ヤン セル する 。 
(rrP39) PTT キ ー を 軍 す 。 
RH… リ バー スモ ー ド で 受信 中 に 点灯 し ます 。 
(mrP ら 7) 又は 、5 秒間 操作 が な い 場 合 も 、 入 力 途中 の 周波 数 を キャ ン セ ル し て 、 入 力 前 の 周波 
数 に 戻り ます 。 
⑯ gpHHgg 
1 受信 周波 数 送信 周波 数 、 シ フト 幅 、 
トー ン 周 波数 、 セ ッ ト モ ー ド の 設定 
内 容 な ど を 表示 し ます 。 
ーーー デシ マル ボイン 
送受 信 周 波数 、 シ フト 幅 ……1MHz 
チャ ン ネ ルス テッ プ 。 ……1KHz 
トー ン 周 波数 ……1 ロ z チャ ン ネ ルス テッ プ 別 入力 方 法 
スキ ャ ン 中 は 点滅 (FrP34) チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て 1 kHz 台 ま で 入力 が 必要 な も の と 、10kHz 台 で 
スキ ッ プ メモ リー は 消灯 (rspP35) 入力 が 明 定 する も の が あり ます 。 ま た 、1 0kHz 台 で 入力 確定 する 場合 は 、 
OkHz 台 で 入力 を 受付 け な い キー が あり ます 。 
⑲ B85 
メモ リー モー ド で は メモ リーNa を 、VFO モ ー セン ネル | 入力 売 了 衝 最後 の 格 の 入力 方 法 
ド で は VFO A か B を 表示 し ます 。 (cyP1) 5kHz 
還 Hz | KHz 台 で は ⑤ を 入力 する と 5kHZ に な り 、 そ れ 以外 の 
0 キー は 0 に な り ま す 。 
@⑳ A 9600bps の パケ ッ ト 通 信 を 運用 する 時 に 3 EMI 
京城 し ます 。( 洒 時 は 1 800bps) 10kHz 台 を 入力 する と 、1 kHz 台 が 決ま り ます 。 
(mP7 ら ) 1g.5kHz 10kHz @⑥QO0 _ ⑪125 ⑨@250 ③⑨37.5 ④ 舞 効 
@⑥SO0 ⑥825 @-750 @-875 ⑧⑨ 無 効 
| 10kHz 台 を 入力 する と 、1kHz 台 が 決ま り ま す 。 
チャ ン ネ ルス コー プ (eyPg9) 2skHz | 10kHz | @O00 の 250 @5oO の 75o 
その 他 は 無効 で す 。 
スイ ー プ スキ ャ ン (WPS6) 10kHz を 入力 する と 、1 kHz 台 が 決ま り ま す 
コン 還 5 に z を 入力 す Ss 2 台 が 決ま り ま す 。 
動作 中 に 宮 波 の 受信 レベ ル を 表示 し ます 。 ED0O6SEOO 
その 他 は 無効 で す 。 
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田 マ イク リモ コン の 各 コ マン ド の 機能 に つい て 説明 し ます 。 コ マン ド は (CA) を 除い て 採 作 バン ド 


に 対し て 動作 し ます 。 


(1) チ ャ ン ネ ルス コー プ 関 連 

CO VFO. メ モリ ー モ ー ド で 入力 する と チャ ン ネ ルス コー 
プ が 始ま り ま す 。 ス コー プ 中 に 入力 する と 再 ス ター ト 
し ます 。(PSO) 


CZ チャ ン ネ ルス コー プ 中 に 入力 する と スコ ー プ を 終了 し 
ます 。 (PSO) 


C6 セン ターch の 受信 時 間 設 定 の モー ド に 入り ます 。 
マイ ク の UP/DOWN キ ー で 受信 時 間 を 変更 し 、F キ ー 
か PTT キ ー で 設定 を を 終了 し ます 。( 参 考 : セッ トモ ー 
ド の 操作 gwyP50) 


9 ダイ ヤル を 回 し て も セッ トモ ー ド の 他 の メニ ュー に は 移り 
ませ ん 。 


5 秒間 操作 が な く て も キャ ン セ ル し ませ ん 。 


(@②) モ ー ド の 切換 え 
で 1 本 体 の VFO キ ー と 同機 能 。VFO モ ー ド を 呼出 し ます 。 
VF0 モ ー ド で 入力 する と VFO A と B を 切換 えま す 。 


C2 本 体 の MRH キ ー と 同機 能 。 メモ リー モー ド を 呼出 し ま 
す 。 メ モリ ー モ ー ド で 入力 する と バン ク を 切換 えま す 。 


CS 本体 の CALL キ ー と 同機 能 。 コー ルモード を 呼出 し 8 
す 。 コ ー ル モー ド で 入力 する と 元 の モー ド に 戻り ます 。 


(3) オ ー ト ダイ アラ ー 
C4 オー ト ダ イア ラー の 入力 と 送出 メモ リーIQ を 選択 し ま 
す 。(eyP6) 


C5 オー ト ダ イア ラー 送出 の 許 吾 / 禁 止 を 切換 えま す 。 
( 較 P66) 


(④ DSGQ 
C8 DSQ モ ー ド の 設定 と コー ド Na の 選択 を 行い ます 。 
( 加 P59) 


C9 DSQ コ ー ド を 入力 し ます 。 (iP58) 
本 体 キー を 使っ て の DSQ コ ー ド 入力 より も 簡単 に 操 
人 年 で きま す 。 


(5) 送 信 バ ンド 、 採 作 バ ンド の 切換 え 

C※ 本 体 の VHF キ ー と 同機 能 。 操作 バン ド が UHF 側 の 時 
に 入力 する と 送信 、 操 作 バ ンド を VHF 側 に 移し 
(erP19)、 操 作 バ ンド が VHF 仙 の 時 は VFO パ ンド 帯 
を 切換 えま す 。 (FRFP40) 


C# 本 体 の UHF キー と 同機 能 。 操作 バ ンド が VHF 側 の 時 
に 入力 する と 送信 、 操 作 バ ンド を UHF 側 に 移し 
(eSYP19)、 探 作 バ ンド が UHF 側 の 時 は VFO バ ンド 得 
を 切換 えま す 。(msyP40) 


(⑥) そ の 他 の 機能 

CA 本 体 の F キ ー と H/L キ ー を 同時 に 押し た 時 と 同機 能 。 
送信 バン ド で な い 側 の バン ド の 音 を 消し ます 。 
(eyP46) 


CB 本 体 の REV キー と 同機 能 。 り バー スモ ー ド で 受信 し 
ます 。 (WP どの ) 


CD 本 体 の F キ ー を 押し た 後 の PHIO キ ー と 同機 能 。 
プラ イオ リティ を 開始 、 停 止 し ます 。(mWP39) 


CC 8 桁 目 に C を 入力 する と 、 1 桁 目 の 入力 が キャ ン セ 
ル さ れ ま す 。 


3. リア バネ ル 


る ⑧@④③③ 
@| いい | (⑯ る き 
回 負 3 
ー@ の 。 昌 
① ア ン テ ナ コネ クタ 


市 販 の アン テ ナ イ ン ビ ピー ダン ス 50Q の デュ アル バン ド 用 

アン テ ナ を な 接続 し て 下さ い 。 

@② 電 源 コ ネ ク タ 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し て 下さ い 。 電 源 コ ー ド は 赤 が 
プラ ス G) 極 、 黒 が マイ ナス に) 極 に な る 様 に 正しく 
接続 し て 下さ い 。 電源 は DC13.8V を ご 使用 下さ い 。 


⑧③⑤ 外 部 スピ ー カ ー 上 映子 (SP1 ン SP ら ) 
市 販 の 外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 接 巡 の し か 
た は P79 を ご 参照 下さ い 。 


④DATA (EXT) 端子 
と と も に 本 幾 で パケ ッ ト 通 信 を 運用 する 時 に 使用 する 
端子 で す 。(mwP7 ら ) 


人 4. マイ クロ ホン 


@ 


①②UP ン DOWN キ ー 
周波 挨 や メモ リー チャ ン ネ ル や 名 設定 内 容 を UP ン DOWN 
する キー で す 。 押し 続け る と 連続 し て 変化 し 、 D.5 秒 以上 
押し 、9 秒 以内 に キー を 離す と スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 


③PTT キ ー 
この キー を 押し て いる 間 、 デ ィ ス プレ イ の 陣 環 が 点灯 
し て いる バン ド で 送信 し ます 。 宮 設定 操作 中 に この キー 
を 押す と 設定 が 完了 し ます 。 


UP/DOWN ロ ックス イッ チ 
この スイ ッ チ を ON に する と マイ ク の UP ン DOWN キ ー 
の 機能 は 停止 し ます 。 


/ イク コネ クタ 拉 四 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 
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受信 し た コー ド を 確認 する 


受信 し た 最新 の DTMF 信 号 は 、 メ モリ ー 
0 に 記憶 され て いま す 。 


画 VHFUHF 別 に メモ リー し て いま す 。 


還 15 拓 まで メモ リー し ます 。 16 枯 以 上 
に な る と 古い も の か ら 順 に 消え ます 。 
また 、 電 源 を 切る と MO の 内 容 は クリ 
ア さ れ ま す 。 


① マ イク の DTIMF キ ー よ り 〇 ④ を 入力 する 。 


マイ ク の UP/D ロ OWN キー を 押し て MO を 選択 する 。 
1 祐 目 か ら 5 桁 回 まで が 表示 され ます 。 

③ ダ イヤ ル を 右 に 回 し な が ら 、 1 打 ず つ コ ー ド を ずら し て 確認 する 。 
右 に 回 し て も コー ド が 変わ ら な く な る と 、 右 端 が 最後 の 桁 で す 。 


回 


オー ト ダ イア ラー を ON/OFF す る 


マイ ク の DTMF キ ー よ り 〇 を 入力 する 。 
操作 の 度 に DIAL 表 示 が 点灯 / 消 灯 し ます 。 


ON (DIAL 点 刀 ) | JAE 
オー ト ダ イア ラー で コー ド を 送出 上 
する こと が で きま すず 。 月 月 
OFF (DiAL 消 名 
オー ト ダ イア ラー 操作 は 李 止 され g | 
て いま す 。 本 5 | 


オー ト ダ イア ラー で コー ド を 送出 する 


置 DIAL 表 示 が 消灯 し て いた り 、 最 後に 
選択 し た メモ リー に コー ド が 入力 さ 
れ て いな い 場 合 は コー ド 送 出 れ ま 
せん 。 


注意 
@ 左側 の バン ド で 選ん だ メモ リーNa は 
左右 両方 の VHF 帯 の 周波 数 に 有効 で 
す 。 同 様 に 右側 で 選ん だ メモ リーlo 
は UHF 帯 の 周波 数 に 有効 で す 。 


る と CT が 別 の バン ド に ある 時 は 
オー ト ダ イア ラー の 送信 は で きま せ 
ん 。 CT 点灯 側 の 周波 数 UP に な り ま 
す 。 


①VHF 帯 の 周波 数 で 送信 する 時 は 左側 、UHF 帯 の 周波 数 で 送信 する 時 は 右側 
に CT を 表示 させ る 。 

②④ コ マン ド ⑤④ で 送出 し た い メ モリ ーNa を 選ぶ 。 

③DIAL 表 示 点 灯 中 に 、PTT キ ー を 押し た 後 UP キ ー を 押す 。 


選択 し た メモ リー の コー ド が 送出 され ます 。 


本 機 に は 送信 バン ド と 操作 バン ド が あり 
ます 。 


送信 バンド 
PTT キ ー を 押し た 時 に 送信 する バン ド で 
す 。 表示 と TX LED が 緑 名 に 点灯 
し ます 。 


操作 バン ド 


PTT キ ー 以 外 の 操作 の 対象 と な る バン ド 
で す 。 OCT 表示 が 点灯 し て いま す 。 


本 機 は 送信 バン ド と 操作 バン ド を 分 け 
て 運用 する こと も 出来 ます 。(DSP4 1) 


4. バ ンド を 選ぶ 


選択 する バン ドキ ー (VHF、UHF キ ー) を 押す 。 


VHF UHF 


ディ スプ レイ の CT が 選ん だ バ 
ンド 側 に 移動 し ます 。 


CT と も VHF 側 


> 側 の LED が 緑色 
に 点灯 し ます 。 


由 - 旨 
95 中 3 
UHF キー 表 人 VHF キー 
有 A 

ng 当 37g 
臣 還 CT と も UHF 仙 


罰 マ イク の UP ン DOWIN キ ー は 押し 続け 
る と 運 続 し て 変化 し ます 。0.5 秒 以上 
押し て 8 秒 以内 に 離す と 、 ス キャ ン が 
始ま り ま す 。(mSP32) 


田 設 定 中 に 5 秒 剛 操作 が な いと 変更 は キ 


ャ ン セ ル さ れ 、 元 の 周波 数 に 戻り ます 。 


5. 周波 数 を 合わ せる 


ダイ ヤル を 


中 


時 方 向 


周波 迷 が UP 


周波 融 が DOWN 


すか が 、 マ イク の UP/DOWN キ ー を 押す 。 


CT が 点灯 し て いる 側 の 周波 数 が 2OkHz 単 位 で 変化 (UP ン ZD0WN) し ます 。 


周波 数 を 1 


MHz 単位 で 変化 させ る 


MHz キー を 押す と MHz 設定 モー ド に な り ま す 。 


MHz モー ド 中 は 1 00k 以下 の 表示 が 消え 、 ダ イ 


= 
ヤル を 回 すか . マ イク の UP/DOWN 損 作 に より 、 
<) M 1MHz 単 位 で 周波 数 が 変化 し ます 。 
BAN ジ 人 HE 員 
CALL RE Cr 
| LOCK SHi DA 


MHz キー、PTT キ ー、⑥ キー を 押す 。 
100k 以 下 の 表 示 が 復帰 し ます 。 


( 基本 操作 ( リモ コン 機能 


三 か ら ム め よ ュ | オブ プション の DTMF 付 マイ ク EMS-1 2 を 取付 ける と マイ クリ モコ ンコ マン ド が 操作 で きま す 。 ま た VFO モ ー ド で 周波 数 を 
1 ロ つつ 画 接 入力 する こと も で きま す 。 


マイ クリ モコ ンコ マン ド 一 覧 | コー ド | sm キー | 動作 ペー ジ 
ーーー く EMS-12> 詳細 は P.79 [ 、 較 
| VH | UHE CO SRCH チャ ン ネ ルス コ プ 開 始 38 
マー G1 VFO VFO モ ー ド 呼出 し g1 
⑧SQL Cg MR メモ リー モー ド 呼 出し 回 
(GS) yaccneesepmsssass PB-610 Pl C3 CALL コー ルモード 呼出 し 国 
Sa ①PWR 2 Ne 
C4 オー ト ダ イア ラー 入力 S コ ー ド 選択 64 
、、 プ @VOL オー ト ダ イア ラー の 送信 許可 / 茜 8e 
部 [ 画 避 E チャ ン ネ ルス コー プ 受 信 時 間 設定 32 
| LOCK | SHwT 4 人 了 2 Bass 
CZ フ F+SRCH チャ ン ネ ルス コー プ 停 止 38 
CS F+DSQ DSQ モ ー ド 設定 59 
1 電源 を 入れ る ①④ マ イク リモ コン コマ ンド や 周波 | Cg | FSDSG DSQ コ ー ド 入力 58 
数 を 入力 し ます 。 CA FSH ン L サブ 側 音 声 ミ ュー ト 46 
PWR スイ ッ チ を 押す 。 CB REV リバ ー ス 27 
ロッ ク す る と マイ クリ モコ ン 入 CC = | コマ ンド 入力 キャ ン セ ル ーー 
由 由 力 を 受付 け な く な り ま す 。 CD F+PRIO プラ イオ リティ 89 
了 一 デ | 加 品 Cx VHE VHF 側 を メイ ン バ ン ド に する 19 
男 も う 一 節 PWIB ス イッ チ を 押す と 、 涯 ゴ ョ ロー 5 gg シン 滞 3 
源 が 切れ ます 。 0 St リモ コン 操作 する 時 は HEMOTE | Gr UHF UHF 側 を メイ ン バ ン ド に する 19 
側 に セッ ト し ます 。 
置 VODL、SQL ツ マミ は ら つ あり ます 。 PR 
VHF 側 一 友 ら . 音量 を 調節 する 置 対応 キー の 表記 
和則 = VOL ツ マミ を 回 す 。 『+( コ F キ ー の 後 で [ロキ ー 
FSL[ コ F キ ー を 押し な が ら 
肥 て き 右 に 回 す と 大 きく な り ま す 。 キー 
し ら (。。 に 回 す と 小さ く な り ま す 。 ] 
* マイ クリ モコ ン の コマ ンド 操作 手順 
、 四 1 折 目 入力 後 5 秒 財 操作 が な いと ① マ イク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を REMOTE 側 に セッ ト す る 。 
9 スケ ル チ を 調節 する FC は 消灯 し 、 入 力 し た コー ド は ②1 格 自 を 入力 する 
BGP ソ シミ を 回す 2 キャ ン セ ル さ れ ま す 。 の "< 
ツマ ミ を 左 に 回 す と "ザー ッ ′ と いう 雑音 が 放 訪 RC が 点 江 
聞こ えま す 。 ゆ っ くり と ツマ ミ を 右 に 回 し て の INDSBSUANGB 
紗 き 、 09 が 7REROID 本 9 ⑳5 秒 以内 に 2 桁 目 を 入力 する 。 
の DGGBCVT る と 19BCGE 入力 し た コマ ンド に 応じ て 動作 し ます 。 
賠 ス ケル チ に は S メ ー タ スケ ル チ 機 能 も が 聞こ えな く な り ま す 。 


あり ます 。 (mwyP5 ら ) 


りら 信号 を 受信 する と その 強 さ に よっ て 、 受 信 し た バン ド の S メ ー タ が 表示 し ま 
す 。 
PRS2 | 配 ) 概 3 枝 】 還 ) 上 W 病 (最大 時 ) 
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3. オー ト ダ イア 


オー ト ダ イア ラー と は メモ リー し て お いた DTMF コ ー ド を 福 類 


ラー 


内 容 


自動 送出 する 機能 で 、 オ プシ ョ ン の DTMF 付 マイ ク (EMS- PE 

1 ②⑳ を 取付 けた 時 の み 動 作 し ます 。 MD | の 最新 の 受信 コー ド を メモ リー し て お きま す 。 
VHF、UHF に それ ぞ れ 1oh ず つ 持っ て いま す 。 

本 携 の オー ト ダ イア ラー 用 メモ リー は 最大 15 振 で 受信 用 と ーー ー 

し て 、VHF UHF それ ぞ れ に ch、 送 信用 と し て 共通 で 5ch 送信 し た い 任意 の DTMF コ ー ド を 登録 し て お 

持つ て いま す 。 く メ モリ ー。5ch を VHF、 UHF で 共 台 に 使い 


な お 、 オ プシ ョ ン メ モリ ー ユ ニッ ト (EJ-23U) を 取付 けた 時 


M1… 
5 ます が 、 送 出す る メモ リーNQa は VHF、 UHF 


の それ ぞ れ の 周波 数 帯 で 別に 選択 で きま す 。 


は 送信 用 メモ リー が 1 Och 増 え M1 ーM15 ま で 使え ます 。 


送信 コー ド を メモ リー に 登録 する 


還 工 場 出荷 時 、 ダ イア ル メ モリ ー は 何 も 
入力 され て お ら ず ブラ ンク 表示 に な り 
ます 。 コ ー ド が 入力 され て いる 場合 は 
入力 し た コー ド が 表示 され ます 。 


垂 メモ リー ユニ ッ ト (EJ-23U) を 取付 け 
た 時 は MO0…M 15 が 変化 し ます 。 


還 MO (受信 用 メモ リー) に は コー ド 入 
力 は で きま せん 。 


男 キ ー は 刀 表 示 
キー は 朋 表示 


還 コ ー ド 入力 中 、 5 秒間 操作 が な か っ 
た り 晶 源 が 切れ る と 、 最 後に 表示 し 
て いた コー ド の 変更 は キャ ン セ ル さ 
れ ま す 。 


① マ イク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を HEMOTE 側 に セッ ト す る 。 


マイ ク の DTMF キ ー よ り 〇 ④ を 入力 する 。 


DIAL 表 示 が 点 洲 、 ダ イア ル メ モリ ーNa が 
点灯 し ます 。 


メモ リーNn の 選択 
マイ ク の UP/DOWN キ ー 


上 M1……M5ーMO | 


④ コ ー ド の 入力 
マイ ク の ロ TMF キ ー で 入力 (16 キ ー 全 て 入力 可 ) 


入力 し た コー ド は 右端 に 表示 され ます 。 既 
に 入力 し た コー ド は 1 ずつ 左 に スク ロー ル 
し ます 。 

最大 15 杵 まで 入力 で きま す 。 


(キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 
最後 に 表示 し て いた DIAL メ モリ ー に 、 コ ー ド が 入力 され て いれ ば 
DIAL 表 示 が 点灯 し 、 入 力 が な い 場 合 は 消灯 し ます 。 


3. 動作 モー ド 


(1) VFO モ ー ド 

工場 出荷 時 の 初期 状 肛 は VFO モ ー ド で 
す 。 VFO モ ー ド で は ダイ ヤル や マイ ク の 
UP ン DOWN キ ー で 周波 数 を 商 単 に 変 有 
で きま す 。 


(2) メモ リー モー ド 

あらかじめ メ モリ ー し て お いた 周波 数 を 
呼び 出す モー ド で す 。 ダ イヤ ル や マイ ク 
の UP/DOWIN キ ー で メモ リーNu が 変わ 
り ま す 。 


メモ リー モー ド に つい て の 詳し い 内 
容 は P22… を お 読 み 下 さい 。 


(3) CALL モ ー ド 
コー ルチャ ン ネ ル で の 待ち 受け や 呼び 出 
し の 時 に 使い まず 。 


CALL モ ー ド に つい て の 詳し い 内 容 は 
P26 を お 読み 下さ い 。 


の VFo モ - ド 、 メモ リー モー 
ド と コー ルモード の 関係 は 、 
右 の 図 の 周り で す 。 


1. 他 の モー ド か ら VF0 モ ー ド を 呼び 出す 


VFO キ ー を 押す 。 
VFO モ ー ド に は A・B ら チャ ン ネ ル が あり 、VFQ モ ー 
ド で VF ロ キー を 押す と 、A と B が 切換 わり ます 。 
VFO 
』 
Cee つう VFOーA gcr 
R し Hg 
用 
() f VFO キ ー 
、」 毅 [ 凍 | 筑 
5 
VFD-B 
gg 


g. 他 の モー ド が か ら メ モリ ー モ ー ド を 呼び 出す 


MR キー を 押す 。 
MR 


M と メモ リーINa が 京 灯 し ます 。 


3. 他 の モー ド か ら コ ー ル モー ド を 呼び 出す 還 


CALL キ ー を 押 す 。 


C が 点灯 し ます 。(M は 消灯 ) 


メモ リー モー ド 
CALL 
MR 1 ! CALL 


コー ルモード 
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( 各 機 能 の 使い か た 


DTMF コ ー ド を マニ ュ ア ル 出 力 する 
トコ 
] ュ メ モ リ ンー ヤ ン ネル オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク (EMS-12) | ① マ イク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を DTMF 側 に 合わ せる 。 
6 を 取付 けた 時 の み の 機 能 で す 。 ②PTT キ ー を 押し た まま DTMF キ ー (0 一 9、A 一 D、※ 、#) を 押す 。 
本 機 に は メモ リー チャ ン ネ ル と し て 合計 120ch、 更 に スプ リッ トチ ャ ン ネ ル 、 コ ー ル チャ ン ネ ル 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 用 の DSQ モ ー ド に 設定 され て いな く て も 1 連続 で コー ド 送 出す る 場合 は 、 コ ー ド と コー ド の 間 了 は 2 秒 以内 に し て 下さ い 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 備え て いま す 。 これら の 豊富 な メモ リー を より 有効 に 便利 に お 使い いた だ ける 様 に 、 メ モリ ー チ ャ ン ME 
ネル は 5 つの バン ク に 分 割 さ れ て いま す 。 お 客 様 の ご 用 途 に 合わ せ て 、 バ ンク を 使い 分 け て 下さ い 。 Gi 
メモ リー バン ク の 精 成 V 専 用 バン ク の メモ リー は VHF 側 か ら の み 呼 び 出せ ま 
す 。 名 チャ ン ネ ル が スプ リッ ト 専 用 の メモ リー を 持っ て い と DSQ で 交信 
ーー ター 三 
・ 関 る の で 、 ス プリ ッ ト 運 用 が 可能 で す 。 スプ リッ ト oh は 受信 レビ ー タ ー を 使っ て DSQ で 交信 する ] 
57 「 ig37g 時 の 呼び 出し が で きま せん 。 
1 通常 DSQ コー ド は PTT キ ー を 押し て か セッ トモ ー ド の 「 ロ TMF 1 桁 目 送出 まで の WAIT 時 間 の 設定 ] メニ ュー で 
間 ら 約 450mS 後 に 送信 され ます 。 ー2 な 
ン w グ U 専 用 バン ク の メモ リー は UHF 側 か ら の み 呼 び 出せ ま レー 中 胃 を 。 | /50mS に 変更 する 。 (myP51) 
V 専 用 バン ク バン ク A 専用 バン ク す 。V 専 用 バン ク 同 様 各 チャ ン ネ ル が スプ リッ ト 専 用 の メ 開始 し て か ら DSQ コ ー ド が 通信 する よ 
30ch+C、PH、PL 20ch 30ch+C、PH、PL ーー ーー うに DSQ コ ー ド の 送信 まで の 時 間 を 長 
モリ ー を 待つ て いま す 。 くす る 必要 が あり ます 。 
スプ リッ ト ch [| バン ク AB'C の メモ リー は VHF 側 、UHF 側 どちら か ら 
-) で も 呼び 出せ ます 。 同 じ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 両方 か ら 呼 
び 出 すこ と も で きま す 。 
オプ ショ ン の メモ リー ユニ ッ ト (EJ-23U) を 取り 付け る 
メモ リー ユニ ッ ト (EJ23U) と な の メモ リー が 増設 され ます 。 
V 末 用 バン ク | 89 バン ク E い 専 用 バン ク 
2Och Och 2Och 
バン クト バン ク G 
0ch 2Och 
工場 出荷 時 の メモ リー の 内 容 メモ リー に 登録 で きる 情報 
チン | 内 人 初 朋 値 | チャ ン ネ ル No |  ① 送 受信 周波 数 5 っ 
0^29 | 通常 の メ X モ リーch | な し (NULL チャ ン ネ ルス テッ プ り DSQ 運 用 時 の 注意 
V 6 | ea 14500MH ③ シ フト 、 ス プリ ッ ト 設 定 @VHF 側 、UHF 便 両方 で DBQ を 設定 中 、 片 方 で DTMF 信 号 の 受信 中 は 、 も う 一 方 の DTMF 信 号 は 受付 られ な く な り 
' 
骨 PH | 2 キャン 上 恨 | 14500MHz ④ ト ー ン 設定 、 周 波数 ます 。 
So 509Mrp ⑧DSG 朗 定 @VHF 側 、UHF 側 で 同時 に DTMF 信 号 を 受信 し た 場合 は 、VHF 側 が 優先 し て 受付 られ ます 。 
9 | 衣 和 52EULGh |aUULD 信号 を 受信 し て いな いと き に 、S メ ー タ が 点灯 し な いよ うに SQL ツ マミ を 調整 し て 下さ い 。 
ul c 2 に 3DONR @ コ ー ド が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 後 、 信 号 が 途切れ て も 2 秒 以内 は 交信 が 可能 で す 。 2 秒 以上 途切れ る と 、 再 び ス 
ミ G が 閉じ a 
人 | Ph | ラス ウト 眼 | 49900MHy ケル テ が 閉じ ます 。 
| た 43300B @ グ ルー プ ベ ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する 場合 は 、 待 ち 受 ける グル ー プ No の グル ー プ コー ドモ ニタ ー が ON に な っ て いる 
IND こと を 確認 し て 下さ い 。 ま た グル ー プ コー ドモ ニタ ー は 、VHF、UHF で 別に 設定 され ます の で 、VHF 側 、UHF 側 そ 
人 の 2 1 れ ぞ れ で ON ン OFF を ご 確認 くだ さい 。 
還 (VO 人 s)| (WM 計 OFF に な っ て いる と 、 コ ー ド が 一 致し て も 、 ス ケル チ が 開か ず 、 受 信 で きま せん 。 
示 
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プラ イベ ー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド で 交信 する メモ リー チャ ン ネ ル の 呼び 出し か た 


1. 準備 する 
送信 仙 は 相 近 局 コー ド と 自 還 コー ド の 7 | ① あ ら か じ め 興 手 司 と それ ぞ れ の 自 局 コー ド を 決め て お き 、 自 局 コー ド を 入力 1 メモ リー モー ド に する 
桁 を 送り 、 受 信 側 は 自 局 の コー ド を 受け する 。 (mwyP56) 
取れ ば スケ ル チ を 開き ます 。 メモ リー チャ ン ツネ ル を 呼び 出す に は 、 ま MIH キ ー を 押す 。 
②⑨②⑥ キー を 押し た 後 、DSQ キ ー を 押し て 回 Rf を 点灯 させ る 。 (rw P5S) ず 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 MR 


』 工場 出荷 時 メモ リー モー ド に し て 最初 


ES 
プラ イベ ー ト ペー ジャ ー モ ー ド Se gmm に 表示 され る の は VHF、UHF そ れ ぞ () | 
5 れ の 専用 バン ク の C チ ャ ン ネ ル で す 。 ふる 


3 生 SoxN | GE 


次 | 員 | 多 | 僅 殴 | 掌 | 各 


③⑥ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


M と メモ リーNo が 点灯 し ます 。 


2. 送信 する ( 多 ) 工場 出荷 時 の V 専 用 
バン ク の 表示 
PT 『 キ ギー を 押す 。 図 
右 の 7 桁 コー ド が 送出 され 、 
の:V( 音 が 聞こ えま す 。 ー ド 自選 コー ド 5 Ss 
粗 手 局 コー ド 自 局 コー ド ら . バン ク を 選 点 
加 屋 工 場 出荷 時 の バン ク A・B・C は 全 メ メモ リー モー ド で MR キー を 押す 。 
恒 モリ ー が 空き チャ ン ネ ル の た め 、 以 下 
3. 受信 する の 表示 に な り ま す 。 - 
記 5 時 V・U 専 用 バン ク A 
重 受 信 コ ー ド 表示 中 に ダイ ヤル や マイ ク 自 局 コー ド と 一 致す る 3 桁 コー ド と 図 を 受信 する と スケ ル チ が 開き 、 受 信 斉 が Ng it 
の UP/DOWN キ ー を 操作 する と 表示 間 こ えま す 。 ]T は ロー # 
コー ド が 所 わり ます 。 ie 5 月 ( | ME 1 
* 回 が 点 汰 し ます 。 加 m IN 
還 受 信 側 は 相手 局 コ ー ド を 最新 の も の に s 提 手 局 コー を 束 じ ま る 『 ず ・ 4 生 ヨ M 点 減 Chl 電 
書 さ か えま す 。 * ア ラー ム 斉 が 鳴り ます 。 ME の 各 バ ンク と も 最後 に 選択 し た メモ リーNu を 表示 し ます 。 


の に 
/ 人 この 状態 で は メモ リーNa を 切換 え 
る こと と は で きま せん 。 1] ch で も デー 本 時 
る と と は で きま せん 。 1 で デー |「3. x モ リー チャ ン ネ ル Ne を ぶ 


冶 れ 、M 点 滅 メ モリ ー は 表示 され な 


受信 し た コー ド が 自 局 コ ー ド と 一 致し な いで 、 グ ルー プ コ ー ド の いずれ か と 一 致し た 場合 


BOOE20Ko RC ター ビーNE 胡 DO ま 9 く な り ま す 。 ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP ノロ DWIN キ ー を 押す 。 
* (回 が 点 洲 し ます 。 
・ 一 致し た グル ー プ コー ド を 表示 し ます 。 | mag 。, 神 
* ア ラー ム 斉 が 鳴り ます 。 た すす 1 
ーーーーー f り 
2 / 受信 グル ー プ コー ド 
ダイ ヤル 
1 1 3 桁 コー ド と 関 の 後に 揚 手 局 コ ー メモ リー チャ ン ネ ル が UP メモ リー チャ ン ネ ル が DOWN 
は 点 浸 る さ コー ド 家 示 終了 ) VFO.MR.CALLVHFUHF キ ー 
MG (キー 本 和 の 動作 は し ませ ん ) V・U 再 用 一 CーPH-PL-0-1…89 
5 バン ク 
記 知 ) PTT キ ー を 押す と 、 点 洪 と コー ド 表示 を 終了 し て 送信 。 家 示 コー 仙 0 | 


ド を 送出 し て 取 答 す る 。 


バン ク 内 に 登録 され て いる メモ リー が 順に 表示 され ます 。 


前 回 の 相手 局 コ ー ド 
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メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 


グル ー プ ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する 


1. 周波 数 を 設定 する 


メモ リー チャ ン ネ ル を 運用 する に は 、 ま 
ず 、 デ ー タ を メモ リー に 登録 し て 下さ い 。 
工場 出荷 時 に は 専用 バン ク の C、PH、PL 


VFO モ ー ド で 登録 し た い 貼 波数 に 合わ せる 。 
その 他 、 登 録 し た い 情報 を 設定 し て 下さ い 。 


以外 は 空 寺 チャ ン ネ ル と な っ て いま す 。 


ら . 書き 込み た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選ぶ 


吉 | 選 筐 [ 寺 |※1⑨ 
FT 


が 点灯 し ます 。 中 ヨコ 本 
男 上 望 表 示 は 5 沙 間 操作 が な いと 消え M と メモ リーNo が 表示 し 、 本 H じ ちり 
て し まい 、 選 ん だ メモ リー チャ ン ネ ル 周波 数 は VFO の まま で す 。 


は 無効 と な り ま す 。 


② バ ンク の 切換 え は HANK キ ー を 押す 。 
Po3 と 同じ 順に メモ リー バン ク が 切換 わり ます 。 


| スプリット 股 定 を メモ リー に 書き 込み 
人 メモ リー チャ ン ネ ル の 切換 え は ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UPB ン DOWN 
キー で 害 き こむ メモリー を 選ぶ 。 


登録 され て いな い チ ャ ン ネ ル を 含め て バン ク 内 の 全 テ ャ ン ネ ル が 切換 わり ます 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン エ ッ ジ メモ リー に 
周波 数 を 書き 込む 場合 は 宇 月 バン ク の Ms 尋 
PH、PL を 選ん で 下さ い 。 
<PH と PL は 必ず 同じ バン ド 各 の 周 泊 登録 洗 チ ャ ン ネル 
数 を PH> PL に な る よう に 婁 込ん で 
下さ い 。 
M 点 減 
識 き チャ ン ネル 
3. メモ リー に 登録 する 
@ M 点 灯 チ ャ ン ネ ル を 層 ん で 登録 を する 


と 古い デー タ が 消え て し まい ます 。 点灯 中 に MW キ ー を 押す 。 


@ 所 作 バン ド で な い 介 の バン ド が 、 メモ リ MW } 
ー モ ー ド で バン ク A ご CO メモ リー を 志 二 ms 
ん で いる 時 , その メモ リー に 対し て の ee 

作 バン ド 則 か ら の 購 込み は で きま せ 〇 ) 


ん 。 Kr 語 : は 2 TFT TrTseL NN 
EEEGESEMM 


完了 斉 が 鳴り メモ リー に 登録 され まし た 。 


送信 放 は グル ー プ コー ド と 自 局 コー ド の 
7 拓 を 送り 、 受 信 側 は 自 局 に 登録 され て 
いる グル ー プ コー ド の 中 で 一 致す る も の 
が あれ ば スケ ル チ を 開き まず 。 

コー ドス ケル チ と 還っ て 、 一 致し た グル 
ー プ コー ド を 表示 する の で 、 ど の グル ー 
プ か ら 呼 び 出 され た か が わか り ま す 。 


男 最 後に 表示 し た コー ド が P か y の 場合 
は 1 が 自動 的 に 選ば れ ま す 。 


注意 
* グル ー プ コー ドモ ニタ ー が OFF の コー 
ド は 受信 コー ド と 一致 し て も 無視 され 


ます 。 グル ー プ コー ドモ ニタ ー は VHF、 


UHF で 別々 に 設定 で きま す の で 、 グ 
ルー プ ベ ページ ャ ー モ ー ド で 待ち 受け る 
時 に は 、 必 ず グ ルー プ コ ー ド モニ ター 
が ON で ある こと を 原 認 し て 下さ い 。 


題 受 信 コ ー ド 表示 中 に ダイ ヤル や マイ ク 
の UP/DOWN キ ー を 操作 する と 、 表 
示 コ ー ド が 切換 り ま す 。 


功 受 信 則 は 相手 局 コ ー ド を 最新 の も の に 
結 き か えま す 。 


時 3 折 コ ー ド と 図 | の 後に 相手 届 コ ー ド 
を 受 営 し な か っ た 時 は 、 ス ケル チ は 開 
等 ます が エラ ー 表 示 に な り ま す 。 


ーーーーー ーーーーーーーーー 
1. 準備 する 


① め あら か じ め グ ルー プ で グル ー プ コー ド 、 そ れ ぞ れ の 自 局 コー ド を 決め て お き 、 
コー ド 入 力 す る 。(my56) 
②④⑥ キー を 押し た 後 、DSQ キ ー を 押し て 回 SN 約 を 点灯 させ る 。(w59) 


グル ー プ ベー ジャ ー モ ー ド 8 


③ ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWIN キ ー で 、 グ ルー プ で 打 合 わ せ た 
コー ド を 選ぶ 。 
、 (人 時 に 有効 で す 。) 
④⑥ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


ら . 送信 する 
PTT キ ー を 押す 。 鐘 
OAM 選択 し た 自 司 コー ド 
次 が 聞こ えま す 。 フルー ブフ コ ー ド 
し 。 
3. 受信 する 


設定 し た グル ー プ コー ド (] 一 8 の いずれ か と 一 致す る コー ド と 図 を 受信 する 
と 、 ス ケル チ ヂ が 開き 受信 斉 が 聞こ えま す 。 


<( 加 が 点 洲 し ます 。 
ーー 致し た グル ル ー プ コー ド を 表示 し ます 。 。 
アラ ー ム 斉 が 鳴り ます 。 宰 す が 

1 


| 


ーー 
2/ 受信 グル ー プ コー ド 


受信 コー ド が 、 自 局 コー ド と 一 致し た 時 に は グル ー プ コー ド の 中 に 一 致す る コー ド が あっ 
て も 自動 的 に ブライ ベー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド に 変わ り ま す 。( プ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー 令 先 ) 


* 回 が 点滅 し ます 。 、 ン 
* 相 手 局 コー ド を 表示 し ます 。 aar Pe 
* ア ラー ム 音 が 只 り ます 。 すら サオ 
I 
っ / 相手 局 コ ー ド 


点 源 る コー ド 表 示 終 了 ) VFO.MRICALL.JVHFUHF キ ー 
(キー 本 来 の 動作 は し ませ ん ) 


PTT キ ー を 押す と 、 点 滅 と コー ド 表 示 を 終了 し て 送信 。 表示 コー 
ド を 送出 し て 応答 する 。 
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コー ドス ケル チ モ ー ド で 交信 する 


グル ー プ コー ド 1 ~… 8 の うち 1 つ を 選ん 
で 送受 信 し ます 。 

受信 し た コー ド 3 桁 が 待ち 受け コー ド こ と 
一 致し た ら 、 ス ケル チ を 関 き ます 。 


玉 最 後に 表示 し た コー ド が P か y の 場合 
は } が 自動 的 に 選ば びれ ま す 。 


玉 コ ー ド スケ ル チ モ ー ド 時 は グル ー プ コ 
ー ド モニ ター の ON/QFF と は 控 関 係 
で す 。 


メモ リー デー タ 1ch を 消去 する 


1. 準備 する 
し 


① あ ら か じ め 相 手 局 を 送受 信 す る コー ド を 打 合 わ せ て お き 、 コ ー ド を 入力 する 。 
(ts'56) 


②⑥ キー を 押し た 後 、DSQ ロ キー を 押し て 固 S の み を 点灯 させ る 。(rs59) 


に > っ | 
5 


コー ドス ケル チ モ ー ド 


回 


③ ダ イヤ ル を 
ド を 選ぶ 。 
④⑥ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で 、 相 手 局 と 打 合 わ せ た コ ー 


し 


ら . 送信 する 


PTT キ ー を 押す 。 
送信 と 同時 に 選択 し た コー ド 3 桁 を 送出 し ます 。 
ビ ポ ババ 音 が 聞こ えま す 。 


注意 

WV・U 専 用 バン ク の C、PH、PL は 消去 
で きま せん 。 

@ 探 作 バン ド で な い 側 の バン ド が メモ リ 
ー モ ー ド で バン ク A て C の メモ リー を 
選ん で いる 時 、 そ の メモ リー を 操作 ババ 
ンド 側 で 消去 する こと は で きま せん 。 

ww メモ リー を 消去 し た 後 で 、 チ ャ ン ネ ル 
を 変え た り 他 の モー ド に 変え た りす る 
と 、 消 去 し た メモ リー は 表示 され な く 
な り ま す 。 


1. メモ リー チャ ン ネ ル を 選ぶ 


メモ リー モー ド で 消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選ぶ 。 (ggyP23) 


ら . デー タ を 消去 する 


①⑥ キー を 押す 。 
が 京 灯 し ます 。 
⑧MW キ ー を 押す 。 


完了 音 が 只 り デー タ は 消 到 され まし た 。 周波 数 等 の 表示 よそ の まま で 、M が 点滅 し ます 。 も 
う 一 屋 同 じ 操 作 を する と 、 デ ー タ が 再 登録 され M が 点灯 に な り ま す 。 


メモ リー デー タ を VFO に 移す (メモ リー シフ ト ) 


8 受信 する 


選択 し た グル ー プ コー ド 8 桁 と 一 致す る 3 折 の コー ド を 受信 し た 時 、 ス ケル チ 
が 開 守 受信 音 が 聞こ ご こえ ます 。 


人 EE が 点 洲 し ます 。 ee 
人 アラ ー ム 飼 が 明り ます 。 5 月 


ビッ ン 


点 洲 終 了 ) VFO,MR.CALL.VHF,UHF キ ー 
(キー 本 来 の 動作 は し ませ ん ) 


PTT キ ー を 押す と 点滅 を 停止 し て 、 送 信 コ ー ド 3 拓 を 送出 し て 
相手 局 に 応 千 す る 。 


@ メモ リー の 周波 数 が 現在 の VFO の バン 
ド 幕 と 違っ て いる 時 は メモ リー シフ ト 
は で きま せん 。 


[ 
メモ リー モー ド で の ②⑰ キー を 押し な が ら MR キ ー を 押す 。 


W) 


し レー 


メモ リー デー タ が VFO に コビー され 、VFO モ ー ド に な り ま す 。 


25 


26 


ど . コー ルチャ ン ネ ル 


呼び 出し 周波 数 (コー ルチャ ン ネ ル ) を 運用 する モー ド で す 。VHF 側 、UHF 側 それ ぞ れ に ] つの コー ルチャ ン ネ ル を 持ち 、 


V、 い 専用 バン ク の チャ ン ネ ル C に 記憶 され て いま す 。 通 常 の メモ リー と 同様 に 自由 に デ 
波数 を 登録 し て お く と 簡単 な 操作 で 呼び 出せ ます 。 


タ を 変更 で きる の で 、 よ く 使 う 周 


コー ルチャ ン ネ ル の 呼び 出し か た (コー ルモード ) 


一 工場 出荷 時 の コー ル 大 波数 
VHF 出 145.000MHz 
UHF 側 一 433.000MHz 


上 記 の チャ ン ネ ル は 呼び 出し 、 待 ち 
受け 用 の チャ ン ネ ル で す 。 相手 局 と 
交信 で きた 時 は 速やか に 他 の チャ ン 
ネル に 移っ て 下さ い 。 


CALL キ ー を 押す 。 


aeryrmueomw svt DR-510 


3( う 
ト 

お と 
を ) 
全店 1 ee 1 5 ンク 


了 間 | 


C が 家 示 し コー ルモード に 
な り ま す 。 


も う 一 度 CALL キ ギー を 押す と 元 の モー ド (VFO、 メ モリ ー) に 戻り ます 。 


コー ル 周 波数 を 変更 する 


コー ルモード で は 周波 迷 の 変更 は で 守 ま 
せん 。 コ ー ル 周波 数 を を 変更 し た い 時 (は チ 
ヤン ネル C を 青き 換え ます 。 


1. 周波 数 を 設定 する 


VFO モ ー ド で 新しい コー ル 周 波数 に 合わ せる 。 
その 他 、 登 録 し た い 情報 を 設定 し て 下さ い 。 


ら 6. チャ ン ネ ル C に 登録 する (pswpa24) 


| MW 
村 め _ meernmwer ps DR 10 


BAks ) 
we 
層 Ts 固 SS 1 Gy 


1% 計 Ei 
ie 1 sg| SKe | pmo「 Am 


①⑥ キー を 押し W 計 を 点灯 させ る 。 

@BANK キ ー を 押し て 、V、U 専 用 バン ク を 選ぶ 。 

③ ダ イヤ ル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー で デ チャ ン ネ ル C を 選 。 
の 加点 灯 中 に MW キ ー を 押す 。 

⑧⑮CALL キ ー を 押す と 新しい 周波 数 に な っ て いま す 。 


DSQ モ ー ド を 設定 する 


3 つの DSQ 交 信 モ ー ド の うち 、 い ずれ 
か を 選び ます 。 また 、DSQ コ ー ド の 選 
択 も で きま す 。 


置 モ ー ド 設定 中 、 5 秒間 操作 が な か っ た 
り 、 千 源 が 切れ る と 変更 は キャ ン セ ル 
され ます 。 


①⑥⑯ キー を 押し た 後 、DSQ キ ー を 押す 。 


二宮 


Fw | 


0 


To 
EE 


議 
が 点滅 に 変わ り ま す 。DSQ キ ー を 押す 度 に DSM モ ー ド が 変わ り ます 。 


コー ドス ケル テ (RY ) 


表示 コー ド 1-8 


グル ー プ ベー ジャ ー (回 ) 
表示 コー ド コー8.Py 


プラ イベ ー ト ペー ジャ ー ( 弓 全 9 ) 
表示 コー ド 1…8.Py 


表示 コー ド 】 て 8Py 


② コ ー ド の 選択 
ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWN キ ー で 選択 し ます 。 
プラ イベ ー ト ペー ジャ ー で は コー ド を 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 


⑥' キ ー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


DTMF 付 マイ ク (EMS-1 ら ) を 使っ て DSQ モ ー ド を 設定 する 


題 林 体 キ ー に よる 設定 の 時 と 同様 、5 秒 
周 操作 が な か っ た り 、 可 源 が 切れ る と 
変更 は キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


① マ イク の REMOTE/DTMF ス イッ チ を HEMOTE 側 に セッ ト す る 。 


②DTMF キ ー よ り ⑨⑧⑨⑧ を 入力 する 。 
点滅 中 に 本 体 の DSQ キ ー を 押し た 時 と 同様 に 、⑥⑧ を 入力 する 度 に 
DSQ モ ー ド が 変わ り ま す 。 

コー ド の 選択 
ダイ ヤル を 回 すか が マイク の UP/DOWN キ ー て で 選択 し ます 。 


コー ド 表 示 中 に ⑥ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 
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DTMF 付 マイ ク (EMS-12) を 使っ て DSQ コ ー ド を 登録 する 


| グル ー プ コー ドモ ニタ ー の DN/OFF 


本 体 の SRCH キ ー か マイ ク の ⑬ キー を 
押す と 、 グ ルー プ コ ー ド モニ ター が 
ON/OFF し ます 。(ps5 の 


コー ド の クリ ア 


マイ ク の REMOTE/DTMF ス イッ ツテ を HEMOTE 側 に セッ ト す る 。 


⑧DTMF キ ー よ り ⑤⑥⑨ を 入力 する 。 


と コー ド の 1 桁 目 が 点滅 し ます 。 


本 体 キ ー の H ル キー を 押す と 表示 コー ド 
が 000 に な り 、 1 桁 目 が 点滅 し ます 。 
(my5Z) 


男 コ ー ド 入力 中 、5 秒 因 操作 が な か っ 
た り 、 得 源 が 切れ る と 、 最 後に 表示 
し て いた コード の 変更 は キャ ン セ ル 
され ます 。 


83.. ウ ビー ター 


レビ ー タ ー と は 遠く 離れ た 局 同士 の 交信 を 可能 に する 無線 
中 継 局 で 430M 淀 の 場合 、 日 本 全国 に 設置 され て いま す 。 
レビ ピーター を アク セス する に は 送信 周波 数 を 「-」 方 向 に 
SMHz シ フト し 、88.5Hz の トー ン を 付加 し て 送信 する 必 


レビ ー タ ー 局 


アンク 


438.5OMHz 


439.50MHz 


③ コ ー ド No の 選択 
マイ ク UP/DOWN キ ー で コー ド Na を 選択 する 。 


1 一 CPP 8ー ビ ーy 


3 放 コ ー ド を 入力 する 。 (数 字 の み ⑥⑪…⑨) 


* 入力 する と 次 の 桁 が 点 減 し ます 。 
* ] 打 で も 入力 する と グル ー プ コー 6 
ドモ ニタ ー が ON に な り ま す 。 Py 


⑤② キ ー を 押す と 点滅 位置 が 移動 し ます 。 


⑥ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


要 が あり ます 。 本 機 で は これ ら の 設定 が 簡単 に で きま す 。 


6 
434.50MHz 
ン 剛 ン 


レビ ピー ター 運用 時 の 設定 に 合わ せる 


了 


弄 レ ビー ター の 設 着 場 所 や 周波 数 は 、 市 
販 の レビ ー タ ー マ ッ プ 等 を 見 て 下さ 
い 。 


注意 
w HPT キ ー は VFO モ ー ド の 43OM 癌 の 


周波 数 で の み 動 作 し 、 そ れ 以 外 で は 無 
効 に な り ま す 。 


①VFO モ ー ド で 使用 する レビ ー タ ー の 居 波 数 に 合わ せる 。 
②RPT キ ー を 押す 。 


(CC ーー と roo DR-610 


FT 
トー 
io | sr 


定 T Trsor 


We Sg 


ET 
2 
Sg 


RPT 


ー5MHz シ フト 、 ト ー ン エン コー 
ダ 88.5Hz に 設定 され ます 。 


解 隊 ) 同 操作 で 解除 。 一 、『 表 示 が 消灯 し ます 。 


可 


| リバ ー ス (送受 信 周 波数 を 反転 する ) | 


レビ ー タ ー を 使わ ず に 相手 居 と 交信 で き 
る か どう か を 調べ る た め に 送信 周波 数 で 
一 時 的 に 受信 する 機能 で す 。 


レビ ー タ ー は みん な の も の で す 。 けり 
バー スモ ー ド で 相手 局 を 斉 信 で きる 
場合 は し ビー ター を 使わ ず 交 信 し ま 
し ょ う 。 


注意 

we シフ ト 、 ス プリ ッ ト が 設定 され て いな 
い 場 合 は 、 リ バー ス は 動作 し ませ ん 。 
また 、 リ バー ス の 結果 が バン ド 魏 囲 外 
に な る 場合 は OFF "表示 に な り ま 
す 。 何 か キー を 押す と 周波 数 表示 に 戻 
り ま す 。 


REV キー を 押す 。 
[GSG Ritz 人 : だ 
(5 
EEEEJESEMi 当 KO 
REv 


H 表 示 が 点灯 し 送信 大 波 が 受信 居 波 数 に な り ま す 。 


(の ) 受信 周 没 邊 439.98MHz 』 
ma 

ー シ フ ト 5MHz で mm 人 

リバ ー ス し た 結果 398g | 

リバ ー ス コ 


何ら か の 操作 で 解除 (H 潜 灯 ) 
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| トー ン エ ンコ 


コー ダ を 設定 する (マニ ュ ア ル 設 定 ) 


HPT キ ー を 使わ ず に トー ン エ ンコ ー ダ 、 
トー ン 周 波数 を 設定 で きま す 。T 点 灯 状 
態 で 送信 する と 設定 し た トー ン 周 波数 が 
付加 され て 送信 し ます 。 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ (GTCSS) 
ユニ ッ ト (EJ-24U) を 装着 し た 場合 は 
PS5 を お 読み 下さ い 。 


年 が 京 灯 し て 周波 数 表示 中 、TSQL キ 
ー を 押す と T 点 灯 の まま トー ン 周 波数 
が 表示 され ます 。 


是 ト ー ン 周波 数 表示 中 、5 秒 向 操 作 が な 
か っ た り 、 忠 源 が 切れ る と 変更 は キャ 
ンジ セル され ます 。 


①TSQL キ ギー を 押す 。 


ーーー smcea TO % う 8 re 
5[ LU 販 


ES 
| Ro 


TsqL 時 
T が 点 訂 し 、 ト ー ン 周波 数 が 表示 され ます 。 Gt 
( 和 期 値 88.5Hz) 85 


ダイ ヤル 又は マイ ク の UP ノン DOWN キ ー で トー ン 周 波数 を 選 』3。 
トー ン 周 波数 一 覧 (単位 :H) 


67O 688 7Z1g 744 2ZO 797 eg5 854 

815 848 874 1000 103.5 107.2 1109 1148 
Je3.G 1873 1318 136.5 141.3 146.8 151.4 1567 
1628 1655 1679 171.3 173.8 127.8 179.9 1835 
189.9 1988 18ge.6 199.5 208.5 206.5 2107 218.1 
29.1 2833.6 ら 41.8 250.3 254.1 


⑥⑯ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


トー ン 周 波数 表示 中 に TSQL キ ー を 押す 。 T が 消灯 し 周波 数 表示 


に 戻り ます 。 


画 コ ー ド 入力 中 、 5 秒間 操作 が な か っ 
た り 悪 源 が 切れ る と 、 最 後に 表示 
し て いた コー ド の 変更 は キャ ン セ 
ル さ れ ま す 。 


グル ー プ コー 


グル ー プ コー ド 1 8 に は メモ リーM 表 
示 位 置 に DN/OFF が 表示 され て いま す 。 
これ が ON の 時 に は グル ー プ ペー ジャ ー 
呼出 し を 受け る こと が で きる コー ド で あ 
る こと を 束 し ます 。 


下 グ ルー プ コ ー ド モニ ター の ODN/OFF は 
VHF 側 、UHF 側 で 別々 に 設定 で きま 
す 。 


型 工場 出荷 時 は OFF に 設定 され て いま す 
が 、 コ ー ド を 1 拓 で も 入力 する と OT 
点灯 側 は 自動 的 に ON に 変わ り ま す 。 


画 グ ルー プ コ ー ド モニ ター の ON/OFF は 
コー ドス ケル チ モ ー ド で 交信 する 時 に 
は 影響 し ませ ん 。 


④8 橋 目 の 入力 
PSQ キ ー を 押し 、 コ ー ド 2 桁 目 を 点滅 さ せ 、 ダ イヤ ル を 回 し て コー ド 入 力 
する 。 


⑧3 桁 目 の 入力 
DS キー を 押し 、 コ ー ド 3 桁 目 を 点滅 で せ 、 ダ イヤ ル を 回 し て コー ド 入 力 
する 。 


⑮ 次 の コー ド を 入力 する 時 は …… 
マイ ク の UP ノ DOWN キ ー で コー ド を 切換 えて 同様 に 入力 する 。 


⑥ キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


コー ド を クリ ア す る 


H/L キ ー を 押す 。 


EE 還 
表示 中 の コー ド が OO00 に 、 グ ルー プ コ ー ド PT を 
モニ ター も OFF に な り ます 。 ロロ ロン ー 
富 B 


グル ー プ コー ドモ ニタ ーDN/OFF を 切換 える 


グル ー プ 1 一 8 選択 中 、SBHCH キ ー を 押す 。 


操作 の 度 に CT 応 側 の グル ー プ コー ドモ ニタ | ~ た コ g 
ー の ON/DFF が 切換 わり ます 。 
ON 時 の み グ ルー プ 呼 出し を 受け る こと が で き 1 


ます 。 
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ど . DSQ 


DSQ モ ー ド で の 交信 時 に 送受 され る の 


は 右 表 の 3 種類 で す 。 

グル ー プ コー ド 自 局 コ ー ド は 、VHF 側 、 
UHF 側 に 共通 の コー ド で す が 、 相 手 局 
コー ド は 別々 に 設定 で きき ます 。 


コー ド 種 別 | 内 容 メモ リー 名 
.」 -。 | グル ー プ で 共通 に 設定 する コー ド で 、 8 種類 ちあ り まる 
タル ー プ | CE Se き ーB 
ミ グル ー プ ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する た め に 必要 で す 。 
コー ド | また 、 コー ドス ケル チコ ー ド を 兼用 し て いま す 。 (V'U 共 通 ) 
自 局 個 有 の プラ イベ ー ト コー ド で す 。 本 
自 局 コ ー ド !「 プ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー 辱 出し を 受け る た め に 必要 ] 
で す 。 (V.U 共 通 ) 
糧 司 コー ド | プライベート 呼出 し を 行う 相 演 局 の プラ イベ ー ト コ |  y 
VAD: 


l 国 ド で す 。VHF・UHF 側 で 別々 に 登録 で きま す 。 


DSQ コ ー ド を 登録 する 


DSQ モ ー ド を 運用 する 前 に あら か じ め 
DSQ コ ー ド を 全 録 し て お か な けれ ば な 
り ま せん 。 


罰 DSQ コ ー ド は 3 桁 の 数 字 を 組み 合わ 
せま す 。 


田 工 場 出 大 時 は 全て の コー ド が DOQOC' 
に 設定 され て いま す 。 


①⑥ キー を 押し な が ら DSQ キ ー を 押す 。 


eo に p】 


9 ty 


CAEE | 本 V | RPY 11SRC] sEAW 
| | 直 マ 詞 め | 5 


| 


DSQ コ ー ド Ma と コー ド が 表示 され ます 。 

コー ド IQ が 点滅 し て いま す が 、 点 洲 位 置 は g 2 

ダイ ヤル 操作 で コー ド の 変化 を する 桁 を 表 | 当 2 呈 月 月 

し て いま す 。 の 

ヒーーーーーーー コー ド 

④ コ ー ド Ia の 選択 ーー 3W 辻 

コー ド No 点 滅 中 に ダイ ヤル を 回 す 。 

(又は マイ ク の UP ン DQWN キ ー を 押す と コー ド が 切換 わっ て 1 桁 自 が 点滅 


し ます 。) 


③1 桁 目 の 入力 
IDSQ キ ー を 押し 、 コ ー ド 1 桁 目 を 点 減 で せ 、 ダ イヤ ル を | 
力 す る 。 


回 


グル ー ブ コ ー ド モニ ター 


1 桁 目 が 0 こ 9 の 間 で 変化 し ます 。 


し て コー ド を 入 


4. チャ ン ネ ルス コー プ 


チャ ン ネ ルス コー プ と は 、 表 示 周 波数 を 受信 し な が ら 周 辺 
の チャ ン ネ ル の 受信 状況 を 5 段階 (O て 4 ) で レベ ル 表 示す 
る 手 能 で す 。 チ ャ ン ネ ルス コー ブ プ 中 は 複数 の チャ ン ネ ル の 
使用 状況 が 一 目 で キヤ ッ チ で きま す 。 


介 チ ャ ン ネ ルス コー プ の 種類 
VFO0 チ ャ ン ネ ルス コー プ 
メモ リー チャ ン ネ ルス コー プ 


レベ ル 表 示し ます 。 


@ チ ャ ン ネ ルス コー プ の し くみ 


周辺 の ch の 受信 レベ ル を 調べ て スコ ー プ 表示 
する 。 ( 音 は 出さ な い ) 


し 


表示 周波 数 (セン ターch) に 合わ せ 、 信 号 が 
ある 時 に は 5 秒間 受信 し 、 意 声 を 出す 。 


欠 セ ンタ ー チ ャ ン ネ ル 受 信 時 間 


ェ ーー 同時 に 5ch を キャ ッ チ ! 


表示 周波 数 を 中 心 に チャ ン ネ ルス テッ プ ず つ 苑 れ た 周波 数 を レベ ル 表 示し ます 。 
表示 メモ リー チャ ン ネ ル を 中 心 に バン ク 内 に 登録 され た メモ リー チャ ン ネ ル の 周波 数 を 


s セン ターch に 信号 が な けれ ば 各 波 の スコ ー プ 表示 を 
更新 し 続け ます 。 


* 周辺 ch の 表示 を 更新 し て いる 為 、 セ ンタ ーch の 受信 
音 は 5 秒 毎 に 途切れ ます 。 


* 音 を 途切れ さけ た く な い 時 は … 
シン グル バン ド (WP42) に する と 、 ス コー プ 動 作 
中 も セン ターch の 受信 斉 は 途切れ ませ ん 。 


セン ター チャ ン ネ ル を 受信 する 時 間 は 、 工 場 出荷 時 は 5 秒 に 設定 さ 


れ て いま す が 、 セ ッ ト モ ー ド で 変更 する こと が で きま す 。 
(wwP50) 


5 秒 モ ー ド ン 8 秒 モー ドン 0 秒 モ ー ド ノン シン グル スタ ー ト モー ド 


欠け イズ (チャ ン ネ ル 数 ) 


VHF 側 5 波 ス コー プ 


議 語 
an 旭 


5 波 


EET 


VHF 側 1 1 流 ス コー プ 
(点滅 ) (点灯 ) 


11 波 


工場 出荷 時 の チャ ン ネ ルス コー ブ プ 対 象 チ ャ ン ネ ル の 数 は 5 波 で す が 、 セ ッ ト モ ー ド で 1 1 波 に 拡張 で きま す 。(mswyP50) 


UHF 側 5 波 ス コー プ 


講評 計 夏 奏 


*395g 


an 府 


UHF 側 1 1 波 ス コー プ 
(点灯 ) ( 点 減 ) 
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VFO チ ャ ン ネ ルス コー プ 


較 工 場 出荷 時 設定 の 5 波 ・5 秒 の まま ス 
コー ブ 動 作 する 場合 は 、 セ ッ ト モ ー ド 
操作 は 不要 で す 。 
また 、 時 員 も や サイズ も VHF 側 UHF 便 
で 別々 に 設定 で 寺 ま す 。 


還 チ ャ ン ネ ルス コー ブ 中 に 時 源 を 切っ て 
も 次 に 電源 を 入れ る と スコ ー プ モー ド 
で 受信 し ます 。 


還 ス コー プ 表 示 レ ベル 


中央 
川 


2 


し ベル 0 1 


男 バ ンド の 上 限 、 下 限 を こえ る チャ ン ネ 
ル は スコ ー プ 表示 し ませ ん 。 


由 


mcrr4 月 
HG 


レール ルト) 


田 VFO キ ー を 押す と VFO A と B を 切換 
えて スコ ー ブ づ 動 作 し ます 。 


必要 に 応じ て セッ トモ ー ド で セン ター チャ ン ネ 上ル 受信 時 間 と チャ 
ン ネ ルス コー ブサ イズ を 変更 する 。(psyP5O) 
VFO モ ー ド で SRHCH キ ー を 押す 。 


チャ ン ネ ルス コー プ 中 は 、 セ ンタ ーch を 5 秒間 受信 する 毎 に チャ ン ネ ルス テッ プ 刻 み で 上 
下 宮 ら 波 の スコ ー プ 表示 を 更新 し ます 。(5 波 ・5 秒 モー ド の 場合 ) 


(⑤ キー を 押し た 後 、SRCH キ ー を 押す 。 ま た は 操作 バン ド が ス 
コー プ 中 は その バン ドキ ー (VHF、UHF キ ー) を 押す 。 


スコ ー プ レベ ル 表 示 の 見 方 


( 例 ) チャ ン ネ ルス テッ プ ら QkHz の 場合 


144.96 (40kH2) 
144.98 (-2OkH2) 
ママ 145.00 (セン ターch) 
145.02 (+2O0kH2) 
145.04 (40kKH2) 


セン ター 周波 数 を UP ン DOWN す る 


ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP ロン DDWN キ ー を 押す 。 
セン ター 周波 数 が 1 ステ ッ プ UP 
DOWN す る に と も な っ て スコ ー ブ 
表示 が 1 つ ず つ 左 右 に ずれ ます 。 


生 


"Ra 大 


95 記 


1. トー ンス ケル チ 


オブ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト 
(EJ-24U) を 装着 し た 時 に 動作 し ます 。 
トー ンス ケル チ で 待 受 中 は 自 局 と 同じ ト 
ー ン 周波 数 を 含む 信号 を 受信 し た 時 に ス 
ケル チ が 開き ます 。 


w レビ ー タ ー を 経由 し て 交信 する 場合 は 、 
トー ン 周 波数 は レビ ー タ ー に より カッ 
ト さ れ ま す の で トー ンス ケル チ は 使用 
し な いで 下さ い 。 


画 ト ー ン スケ ル チ は VHF 側 、UHF 側 独立 
で 設定 で きま す 。 


田 ト ー ン 周波 数 表示 中 、 5 秒間 操作 が な 
か っ た り 直 源 が 切れ る と 変更 は キャ ン 
セル され ます 。 


田 ト ー ン が 一 致し な い 信号 を 受信 中 に は 
音声 は きこ えま せん が S メ ー タ は 変化 
し ます 。 


1. トー ン 設 定 、 ト ー ン 周波 数 を 設定 する 


⑪TSQL キ ー を 押す 。 


TSQL 


TSQL キ ー を 押す 毎 に トー ン 設 定 が 変わ り ま す 。 トー ンス ケル チ を 運用 する 場合 は 
TSQ を 点灯 させ て 下さ い 。 


wag |" 
ーーーー ャ キャ ーーー 
| トー ン エ ンコ ー ダ 
885 トー 
LM 
1 本 トー ンス ケル チ 
"8S トー ツ 和 表示 


②④ ダ イヤ ル 又 は 、 マ イク の UP/D ロ OWN キー で トー ン 周 波数 を 選ぶ 。 


トー ン 周 波数 一 覧 介 位 : H) 


67O 69.3 219 フ 72744 7270 787 5 85.4 885 

815 9g4.8 87.4 1000 103.5 107g 1108 1i14.8 1i188 
1830 187.3 1318 136.5 141.3 1462 1514 156.7 1598 
1B2 ら 165.5 187.9 171.3 173.8 177.3 1799 188.5 1868 
189.9 1928 188.6 189.5 203.5 206.5 10.7 ら 18.1 225.7 
289.1 233.6 241.8 850.3 254.1 


( 経 や キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 


ら . 送信 する 。 


トー ンス ケル チ に 設定 し て PTT キ ー を 押す 。 
設定 し た トー ン 周 波数 が 付加 ざれ て 送信 し ます 。 


G3. 受信 する 。 


TSQ 点 灯 中 は 疫 定 し た トー ン 周 波数 を 含 お 信号 を 受信 する ごと 、 ス ケル チ が 開 
寺 、 受 信 音 が 聞 こ えま す 。 
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(特定 の 相手 と の 交信 メモ リー チャ ン ネ ルス コー プ 昌 


ある 特定 局 と の 交信 を 行う 時 に 使う 機能 で す 。 他 の 局 か ら 信 号 を 受信 し て も 音声 が 聞こ えな い の で 快適 な 交信 が 楽し め ま す 。 


バン ク 内 に 登録 され た メモ リー を スコ ー 必要 に 応じ て セッ トモ ー ド で セン ター チャ ン ネ ル 受 信 時 間 と 
トー ンス ケル チ (CTCB8) | (オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト EJF ら 4U 取付 時 の の ) RC チャ ン ネ ルス コー ブサ イ ズ を 変更 する 。(psyP50) 
トー ンス ケル チ を 使っ て の 待ち 受け 中 に 、 自 局 で 選ん だ トー ン 周波 数 と 同じ トー ン を 含ん だ 信号 を 受信 し た 時 だ け 、 ス ケ - に 3EU ビ 
ル チ が 開く 機能 で す 。 * デ ー タ 未 登録 メモ リー メモ リー モー ド で SRCH キ ー を 押す 。 
ー ン 周 いら 選択 で きま す 。 > ・ ス キッ プ メモ リー (EPS5) ーーーーーー 
トー ン 周 波 迷 は 50 流 の 中 か ら 選 択 で きま す NH 吉 EE 
1 DTMF スケ ル チ (DSGD | 5 ) 
L_DTMF ス ケル チ (DSGQ) と れ ら の メモ リー を 選択 中 は SHCH キ ー ーー ニー ーーー 
専用 の メモ リー に 記憶 し た DSQ コ ー ド (グル ー プ コー ド 、 自 局 コー ド 、 相 手 向 コー ド ) を 送受 する こと に よっ て スケ ル チ が 1 媒 し て も チャ ン ネ ルス コー ブ は 動作 し ] 農 EMI 1 放 1 2 
開閉 する 機能 で す 。 送 信 す る 時 に DSQ コ ー ド を 付加 し て 送信 し 、 こ れ と 一 致す る コー ド を 持つ た 局 の み ス ケル チ が 開き ま まま | 
す 。 受信 側 は 呼出 し を 受け た こと が 表示 に 残り ます 。 DSQ に は 次 の 3 種類 の モー ド が あり ます 。 コン ウー 人 す ら 持 に 、【 ジ ク 和 の 詳 p き うた 
リー の 上 下 各 ら 波 の スコ ー プ 表示 を 更新 し ます 。(5 波 ・5 秒 モー ド 時 ) 
介 コ ー ド スケ ル チ 
3 桁 の コー ド を 送信 する と 、 こ れ と 同じ コー ド を 待ち 受け て いる 局 の み ス ケル チ が 開き 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 ト ー ン スケ ル チ と 同じ 円 キー ー ム に = た は 撮 ー ド が 
う 肖 了 が な 守 ま み : ⑥ キー を 押し た 後 、SRCH キ ー を 押す 。 ま た は 操作 バン ド が ス 


コー プ 中 は その バン ドキ ー (VHF、UHF キ ー) を 押す 。 


コー ド 1283 123 
ドコ 183 に ご 
ーー ーー ゥ ーー っ の 
IS 


全 グ ルー プペ ー ジ ャ ー モ ー ド 


スコ ー プ レベ ル 表 示 の 見 方 


同じ グル ー プ コー ド を 持っ た グル ー プ 全局 を 呼出 し ます 。( グ ループ コー ド は 8 種類 お り 、 そ の うち の いずれ か を 持っ た 局 を 呼出 し ま 還 バ ンク 内 の メモ リーNa の 最小 最大 を こ | () V 専 用 パン クタ MZ フ ーM10 が 空き チャ ン ネ ル の 場合 
す 。) グル ー プ コー ド と 一緒 に 、 自 局 コ ー ド を 送る の で 受信 側が これ を 受け て グル ー プ コー ド を 表示 し 、 ど の グル ー プ か ら ほ 出 され た えて 達 続 スコ ー プ 表示 され ます ず 。 MA 
か が わか り ま すず 。 
MB5 
マ MG 
グル ー プ 123 | た ーー ニニ ニュー) 
自 局 951 5 ーーーーー M182 
18SP5i 左 か ら M25、0、1、 ら 、 3 了 


ーーーーーーーーーー、 
に oo 一 
9 し ーー ニン テー シッ 
還 バ ンク 内 の メモ リー 数 が スコ ー プ サイ まき Ss MZーM10 は スコ ー 
fa] クル デブ 123 ] ズ (5 ン 1 1) 以下 の 時 は 、 セ ンタ ー Mg プ 表 示さ れ ま さん 。 


位置 を 中 必 に 表示 し 、 両 端 の 表示 位置 Rm 還 
は 常に ブラ ンタ に な り ま す 。 


川 


セン ター チャ ン ネ ル を UP プロ DOWN す る 


介 プ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド 
相手 局 コー ド を 送信 すず る こと に より 、 お る 特定 の 局 だ け を 呼出 すこ と が で きま す 。 還 M キ ー を 押す と 、 バ ンク を 切換 えて ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP プロ OWN キー を 提 す 。 
スコ ー ブ 動 作 し ます 。 但 し 、 次 の バン | 


自 局 359 ク で スコ ー ブ 対 象 外 の チャ ン ネ ル を 選 セン ター チャ ツネ ル が 1 つ UP ン 

択 し て いる 場合 は 最寄り の スコ ー プ 可 DOWN す る に と も な っ て スコ ー 

25 OO851 史 oo 能 な バン ク に 切換 わり ます 。 プ 表 示 が 1 つ ず つ 左 右 に ずれ ます 。 

四 有 51 8( し ssimx ) 

@」 一 導 
内 自選 412 セン ター チャ ン ネ ル は バン ク 内 _ 四 
で 変化 し ます 。 mer 
く 、 8 説 7 ビ ロ 
> こと に ーー 二 紀 ら 
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Menu]1 1. 


モニ ター 機能 ON プ OFF 


マイ ク の U ロ ン DOWN キ ー を CT が 点 放 し 
て いる 側 の バン ド の モニ ター キー (強制 
的 に スケ ル チ を 解除 する ) に 割り 当て る 
こと が で きま す 。 


園 モ ニタ ー キ ー を 押す と 、DSQ、TSQ が 
設定 され て いて も スケ ル チ が 開き ます 。 


注意 
* 送信 中 は モニ ター 機能 は 働き ませ ん 。 


@ スキャン や プラ イオ リティ 中 民 各 設定 
操作 中 は UP ン DOWN キ ー と し て 働き 
ます 。 


① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
④ マ イク の UP ン DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 


モニ ター 機能 OFF モニ ター 機能 ON 
ュ 【『/ が 
ーー 2 
5 中 ーーーー ョ 5 PEa 
UP プ DOWN キ ー を 近 す と キー を 押し て いる 間 、 ス ケ 
周波 数 、 メ モリ ー が 変化 ル チ を 解除 する 機能 
DOWN UP CT 上 灯 側 の 
モニ ター キー 


(工場 出 共 時 設定 ) 


Menu1 ら 6. S メ ー タ スケ ル チ 機 能 ON プ OFF 


S メ ー タ スケ ル チ と は 一 定 の 強 さ の 信号 
で スケ ル チ を 開く 機能 で S メ ー タ の 位置 
に よっ て レベ ル を 設定 で きま す 。 


是 ノ イズ の 多い 環境 で は S メ ー タ スケ ル 
チ が 有効 で す 。 


田 設 定 は VHF、UHF で 別 で す 。 


① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
マイ ク の UP ノ DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 


ノイ ズ ス ケル チ S メ ー タ スケ ル チ 
2 半 
5。 afF に 5- gm 
(時 設 
スケ ル チ レ ベル を 設定 する 


S メ ー タ スケ ル チ ON の バン ド の SQL ツ マミ を 


% 罰 


小さ く 大 きく 
な り ま す 。 な り ま す 。 


回 
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S メ ー タ スケ ル チ が ON の 時 は S メ ー タ が ( 男 l 
て 語順 衣 ) 1 つ だ け 点 灯 し ます 。 SQL ツ マミ 
を 回 す と 8 メー タ の 点灯 位置 が 変化 し ます の 
で 、 希 望 の レベ ル に 合わ せ て 下さ い 。 点灯 し 
て いる 8 メータ より 強い 信号 を 受信 し た 時 に 
背 声 が 聞こ えて きま す 。 


( 例 ) レベ ル 9 に 設定 時 (3 の み 点 灯 ) 
受信 し て も 信号 の 強 さ が 3 より 小さ し い 時 は 音声 は 聞こ えま せん 。 


| チャ ン ネ ルス コー プ 中 の 操作 


欠 PTT キ ー を 押す と 送信 し ます 。 


送信 中 は スコ ー プ 表示 は 消灯 し のみ 点 灯 し ます 。 
送信 を 終了 する と チャ ン ネ ルス コー ブ が 再開 し ます 。 


注 意 | VHF 側 、UHF 財 で 局 じ バン ド 帯 の 同時 スコ ー プ 中 に 送信 する と 両 


方 の スコ ー プ 表示 が 消灯 し ます 。 


@SRCH キ ー を 押す と 、 最 初 か ら ス コー プ を 始め ます 。 


@⑯VFOD キ ー、MR キ ー を 押す と モ 


で きま せん 。 


@VFO ス コー プ 中 、⑤⑥ キー の 後 、STEP キ ー を 押す と 
スコ ー プ し ます 。 


メモ リー モー ド で スコ ー ズ 対 芝 外 の チャ ン ネ ル (msgrPS1 ) を 選択 し て いる 場合 は 、VFO か ら メ モリ ー へ の 切換 え は 


現在 の スコ ー プ 表示 を 消し た 後 、 も う 一 度 左端 の チャ ン ネ ル か ら ス コー プ 表 示 を 始め ます 。 


ド を 変え て スコ ー プ を 続け ます 。 


、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 切換 えて 


登ら キー を 3 秒 以 上 押し て も 、 セ ッ ト モ ー ド に は 入り ませ ん 。 


信 動 作 中 に 電源 が 切れ る と 次 に 患 源 を 入れ た 時 に は 、 主 


呈 び ス コー プ 動 作 が 始ま り ます 。 


《 つ チャ ン ネ ルス コー プ に つい て の 注意 


@DSQ (mrP56) 設定 状態 で チャ ン ネ ルス コー プ な 実行 し た 時 、 セ ンタ ーch で DTMF 信 号 を 正しく 受信 で きず 、 ス 


ケル チ が 開か な いこ と が あり ます 。 


の VHF、UHF ど ちら か 一 方 で も 1 1 波 サ イズ の 時 は 同時 スコ ー プ は で きま せん 。 後 で 操作 し た SRCH キ ー が 無効 に な り 


ます 。 
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56. ス キャ ン 


スキ ャ ン と は 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 次 々 と 受信 し 、 信 号 の ある チャ ン ネ ル を 探す 機能 で す 。 本 機 に は 3 種類 の スキ 
ヤン が あり ます 。 
手 類 動作 各 ス キャ ン に 共通 する 項目 
バン ドス キャ ン | VFO モ ー ド で バン ド 帯 の 倒 * ス キャ ン 方 向 は 、 最 後に ピン DOWN し た 方 向 で す が 、 ス キャ 
を スキ ャ ン し ます 。 ン 中 に ダイ ヤル や マイ ク の UP/DOWN で 変更 で きま す 。 
フロ グラ ム ス キ ャ ン | VFO モ ー ド で エッ ジ メ モ リー ・ 信 呈 が ある と スキ ャ ン 再 開 突 作 に 従っ て 受信 し ます 。 上 
1 PH と PL の 間 を スキ ャ ン し ます 。 * トー ンス ケル チ (swP55) が 設定 され て いる 時 は 信号 を 受信 
、 | バン ク 内 の 登録 メモ リー を スキ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し 、 ト ー ン が 一 致す る と 音声 を 
メモ リー スキ ャ ン | し ます 。 出し ます 。 
*DSQ (gyP56) が 設定 され て いる 時 は 、 ス キャ ン 中 は DSQ 
は 一 時 的 に 解除 され 、 信 号 を 受信 する と 、 コ ー ド が 一 致し な 
く て も 一 時 停止 し 、 音 声 を 出し ます 。 
スキ ャ ン 有 再開 楽 件 を 設定 する 


信号 を 受信 する と スキ ャ ン は 一 時 停止 し 
ます が 、 次 に スキ ャ ン を 再開 する 条件 は 
の 種類 あり ます 。 

(工場 出荷 時 は タイ マー スキ ャ ン ) 


タイ マー スキ ャ ン 
スキ ャ ン 停止 か ら 5 秒 経過 する か 、 信 号 
が 2 秒 以上 途切れ る と スキ ャ ン 再 開 し ま 
す 。 


ビジ ー ス キャ ン 
信号 を 受信 し て いる 間 は スキ ャ ン 動 作 が 
止ま り ます 。 信 号 が 2 秒 以上 途切れ る と 
スキ ャ ン 再 開 し ます 。 


(⑤⑥ キー を 押し な が ら SCAN キ ー を 押す 。 


人 
〇 回 遇 2 ン 祭 


He 
る は SS SEN | 悪名] 


ENESEGEa 還 3 
scANT F 
操作 する 毎 に タイ マー ン ノビ ジー スキ ャ ン が 切換 わり ます 。 


タイ マー スキ ャ ン は TS が 点灯 、 
ビジ ー ス キャ ン は 消灯 し ます 。 


| バン ドス キャ ン 


バン ド 内 の 全 箇 明 を スキ ャ ン し ます 。 


居 バ ンド の 上 限 (DOWN 方 向 時 は 下限 ) 
まで いく と 下限 (上 限 ) に 戻り ます 。 


男 探 作 バ ンド が スキ ャ ン 中 に その バン ド 
キー (VHF、 UHF キー) を 押し て も 
スト ッ プ で きま す 。 
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VFO モ ー ド で マイ ク の UP ノン DOWN キ ー を 0.5 秒 一 秒 押し て 離す 。 


キー を 醍 す と 、 押 し た ギー の 方 向 へ スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント が 
点滅 し 、 バ ンド 範囲 内 を チャ ン ネ 
ルス テッ プ 単 位 で スキ ャ ン し ます 。 


SCAN キ ー か PTT キ ー か ⑥) キー を 押す 。 


Menu8. スイ ー プ スキ ャ ンタ イプ の 設定 


スイ ー プ スキ ャ ン 動 作 号 を 受信 し 
た 時 に 一 時 停止 し て 受信 する か どう か を 
設定 で きま す 。 


時 設定 は VHF、UHF で 別 で す 。 


セッ トモ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
② マ イク の UP ノ DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 
スト ッ プ タイ ブ 


ノン スト ッ プ タイ プ 


ssEP 時 P 


| 5E9P の a ま 


信号 を 受信 する と タイ マー プ ビ ジー の 
設定 に 従っ て スイ ー プ スキ ャ ン を 一 時 
停止 する 。 


(工場 出荷 時 設定 ) 


信号 を 受信 し て も スイ ー プ スキ ャ ン を 
一 時 停止 し な い 。( 斉 の 出 な い モ ー ド ) 


Menu8. DTMF1 桁 目 送出 まで の WAIT 時 間 の 設定 


DSQ や DIAL コ ー ド を 送出 する 時 、PTT 
キー を 提 し て か ら 1 桁 目 を 送る まで の 時 
間 を 変更 し ます 。 


レビ ー タ ー 運 用 時 は 750mS に し て 下 
きい 。 


甘 設 定 は VHF、UHF で 共通 で す 。 


① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
⑨ マ イク の UP プロ OWN キー で 設定 を 変更 する 。 


し ーー 


450mS 750mS 
し 2 上 ンー 
| リリ ま 本 本家 
通 肖 信 時 レビ ピー ター 軍用 時 
(工場 革 設定 レビ ー タ ー が 中 綴 を 開始 
する の を 待つ た め 。 


Menu10. _ DTMF バースト ・ ポ ー ズ 時 間 の 設定 


DSQ や DIAL コ ー ド の 1 析 の 送出 時 間 と 送 
出 間隔 を 変更 し ます 。 


揚 手 局 が DSQ コ ー ド を うま く 受 け 取 れ な 


い 時 は 100mS に する こと を お すす めし 
ます 。 


功 設 定 は VHF、UHF で 共通 で す 。 


① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
⑨ マ イク の UP ン DOWN キ ー で 設定 を を 変更 する 。 


(工場 出荷 時 設定 ) 
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あま り 長 く 送 信 す る と 他 の 局 の 迷惑 に 
な っ た り 、 機 器 が 過 各 し た り し ます 。 
タイ ム ア ウ ト タ イ マー を な る べく 設定 


し て お きま し ょ う 。 


点滅 
OFF 以 外 を 選択 中 は TOT が 点 減 し 、 セ ッ ] 
トモ ー ド を 終了 する と 点灯 に な り ま す 。 、」 
EoE 


Menu6. チャ ン ネ / 


ルス コー プ 受 信 時 間 の 設定 


チャ ン ネ ルス コー プ で セン ターch を 受信 
する 時 間 を 4 種類 か ら 選 択 で きま す 。 


一 設定 は VHF、UHF で 別 で す 。 


① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
② マ イク の UP ノロ OWN キー で 設定 を 変更 する 。 
5 秒 シン グル スタ ー ト 0 秒 8 秒 


用 を 3 に | Ta Pa 3 | 
EE 


5 秒 モ ー ド セン ターch を 5 秒 受信 する 毎 に 他 ch の スコ ー プ 表 
工場 出荷 時 設定 示 を 更新 する 。 
シン グル スタ ー ト | スコ ー プ 表示 を 1 回 行っ た 後 、 セ ンタ ーoch を 受信 し 
モー ド 続け る 。 
0 秒 モ ー ド も セン ターch の 受信 は せ ず 、 ス コー プ 表 示 を 更新 し 
続け る 。( 音 の 出 な い モ ー ド ) 
に セン ターch を G 秒 受信 する 毎 に 他 ch の スコ ー プ 表 
3 秒 モ ー ド | 示 な 更新 する 。 


Menu7. チャ ン ネ ルス コー プ サ イ ズ (5 波 1 1 波 ) の 設定 


チャ ン ネ ルス コー プ の 対象 チャ ン ネ ル を 
5 波 と 1 1 波 の いずれ か に 設定 し ます 。 


一 設定 は VHF、UHF で 別 で す 。 


① セ ッ ト モー ド で メニ ュー な 選択 する 。 
④ マ イク の UP ノロ OWN キー で 設定 を 変更 する 。 


(工場 出荷 時 設定 ) 


動作 中 表示 
VHF5 波 


VHF11 波 


UHF5 波 


UHF1 1 波 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 


エッ ジ メ モ リーPH と PL の 周波 数 の 間 を 
スキ ャ ヤン し ます 。 


注意 

@ PH と PL は 同じ バン ド 帯 内 で 、PH ラ 
PL に な る よう 番 込 ん で 下さ い 。 正しく 
書 込 まな いと バン ドス キャ ン に な り ま 
す 。 


功 探 作 バ ンド が スキ ャ ン 中 に その バン ド 
キー (VHF、UHF キ ー) を 押し て も 
スト ッ プ し ます 。 


専用 バン ク の メモ リーPH に ブロ グラ ム ス キ ャ ン の 上 限 の 周波 数 、 
PL に 下限 の 周波 数 を 正しく 登録 する 。(wrP24) 


(スタート) PH、PL と 同じ バン ド 帯 の VFO モ ー ド で SCAN キ ー を 提 す 。 


weereveeorumascym DR-610 vo Pr 
だ 
o o 


SCAN 


デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 最 後に 操作 し た 方 向 に チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で スキ ャ ン 
し ます 。 


スキ ャ ン ) SCAN キ ー か PTT キ ー か で キー を 押す 。 


メモ リー スキ ャ ン 


現在 選択 中 の バン ク 内 に 登録 され て いる 
メモ リー を スキ ャ ン し ます 。 


遼 提 作 バ ンド が スキ ャ ン 中 に その バン ド 
キー (VHF、UHF キ ー) を 押し て も 
スト ッ プ し ます 。 


甘 ス キッ プ メ モリ ー は チャ ン ネ ルス コー 
プ モ 対象 外 に な り ま す 。 

スキ ッ プ メモ リー 表示 中 は スキ ャ 
ン 、 チ ャ ン ネ ルス コー ブ は 動作 し ませ ん 。 


弄り 、U 専 用 バン ク の C、PH、PL は スキ ッ 
プ メ モリ ー に し な く て も 、 常 に スキ ャ 
ン 対 象 外 に な り ま す 。C、PH、PL 表示 
中 は スキ ャ ンス ター ト し ませ ん 。 


画 バ ンク 内 の 最大 メモ リーNo(DOWN 方 
向 時 は 最小 ) ま で いく と 、 最小 メモ リー 
(最大 ) に 戻り ます 。 


メモ リー モー ド で SCAN キ ー を 押す 。 
また は 、 マ イク の UP プロ OWN キー を 0.5 一 9 秒 押 し て 表 す 。 


(スタ ー ト ) 


スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント が 京 減 し 、 バ ンク 内 の メモ リー を スキ ャ ン し 
ます 。 


SCAN キ ー か PTT キ ー か ⑥ キ ー を 押す 。 


スキ ャ ン し な い チ ャ ン ネ ル を 設定 する 


(⑥ キー を 押し た 後 SKIP キ ー を 押す 。 


SC 


本 LRST SAN BSD| 中 
| wol xr 


SKIP 1 


デシ マル ポイ ント が 消灯 し スキ ッ プ メ 
モリ ー に な り 、 ス キャ ン の 対象 外 と な 
り ま す 。 


操作 で 錠 除 。( デ シマ ルポ イン ト 点 灯 ) 
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6. スイ ー プ スキ ャ ン Menu ら . ベル 音 の ON ン OFF 


の パー スキャン で は スキ ヤン 動作 (5F9402 を な < 傍 沿 の スキ ャ ン 〉 < スイ ー プ スキ ャ ン > 中 に 呼び 出さ れ た 時 に 、 ベ ル 間 | セッ トモ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
な が ら 受 信 レ ベル を 表示 し て いく 機能 で す 。 次 の チャ 人 で RDG 捕 8 ② マ イク の UP ノン DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 
ン ネ ル に 移っ て も 前 の チャ ン ネ ル の 受 借 レ ベル が 表示 5gH で さま 8 SON へ ル U 理 OFF 
に 残り ます 。 に TTP _ ニッ Ip 
還 設 定 は VHF、UHF で 別 で す 。 TS Nd 
ャ 5E は は 生誕 呈 
スキ ャ ン と 同様 、 バ ンド 、 プ ログ ラム 、 メ モリ ー の 3 竹 
類 の スイ ー プ スキ ャ ン が あり ます 。 592 1 
mp 
Y W 
周波 数 の み 変 化 レベ ル 表 示し な か ら 周 下 数 が 共 Menu3. 本 体 ス ピー カーON ン OFF 
他 ch の レベ ル や 残り ます 。 
講 号 を 腔 信 オフ ショ ン の 中 継 BOX (ED8-1) に 市 6 
全球 仁 し た だ で の 動作 タデ 上 販 の 外部 スピ ー カ ー を 提 続 し た 時 な ど 、 | (D セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
表示 周波 数 で 信号 を 受信 し た 時 、 ス イー プス キャ ン を 一 時 停止 し て 音 を 出す か 、 停 止 し な いで 表示 だ け 行 うか の 動作 タイ 本 体 の スピ ー カ ー の 音 を 消し た い 時 に マイ ク の UP ノ DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 
プ を 選択 で きま す 。 工場 出荷 時 は スト ッ プ タイ ブ に 設定 され て いま す が 、 セ ッ ト モ ー ド で ノン スト ッ プ タイ ブ に 変更 する OFF 設 定 し ます 。 HP ON FE ビー ジー こ ) 
こと が で きま す 。 (pyP51) セ PP 
玉 設 定 は VHF、UHF で 共通 で す 。 TS ルト 
5 aa 5 g チ と 
スト ッ プ タイ ブ プ | 信号 を 受信 する と スイ ー プ スキ ャ ン を 一 時 停止 し て 受信 皆 を 出す 。 一 時 停止 時 間 は タイ マー スキ ャ ン 
ノビ ジー スキ ャ ン の 設定 に 従う 。(rrP84) (工大) 
トー ンス ケル チ (P55) が 設定 され て いる 時 は 信号 を 肖 信 する と 、 ス イー プス キャ ン を 一 時 停止 し 、 ト ー ン が 
一 致す る と 、 音 声 を 出し ます 。 


DSQ (P56) が 設定 され て いる 時 は 、1 
止 し 、 音 声 を 出し ます 。 


碧 


号 を 受信 する と コー ド が 一 致し な く て も 、 ス イー プス キャ ン を 一 時 停 


Menu4. ディ マー 設定 


ノン スト ッ プ タイ ブ [| 信号 を 受信 し て も 一 時 停止 し な いで レベ ル 表 示 の み を 行っ た 後 、 次 の チャ ン ネ ル に 移る 。 受信 音 
を 出さ な いで 次 々 と 各 チ ャ ン ネ ル の レベ ル 表 示 を 続け る 。 


ディ スプ レイ の 照明 の 明る さ を 切 り 替 え ① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を な 選択 する 。 


ます 。 ②④ マ イク の UP ノロ OWN キー で 設定 を 変更 する 。 
旬 サ イズ (チャ ン ネ ル 数 ) 


ディ マーH ( 明 ) 
スイ ー プ スキ ャ ン の 対 と な る チャ ン ネ ル 数 は 、 セッ トモ ー ド で 設定 し た チャ ン ネ ルス コー プ サ イ ズ の 5 波 又は 1 1 波 で す 。 
(wwP50) 
ば 
9 動作 の させ 方 (工場 出荷 時 設定 ) 

スイ ー プ スキ ャ ン を 動作 させ る に は 2 通り の 方 法 が あり ます 。 
1. ス キャ ン の 実行 中 に チャ ン ネ ルス コー プ 有 開始 操作 を 行う 。 
2. チャ ン ネ ルス コー プ 実 行 中 に スキ ャ ン 開始 拘 作 を 行う 。 Menu5. タイ ム ア ウ ト タ イ マー 

一 定時 間 以 上 送信 する と 自動 的 に 送信 を ① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー な を 選択 する 。 

便 止 する 機能 で す 。 ② マ イク の UP ノ DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 

OFF 80 逐 1 分 分 6 分 1 分 80 分 


設定 は VHF、UHF で 共通 で す 。 上 一 
gt arF HG5H 用 5 昌 


は 


( エ 場 出 答 時 設定 ) 


kfs1 49 
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9. セッ トモ ー ド 


セッ トモ ー ド に 入る と 、 チャ ン ネ 


メニ ュー 表 


ルス コー プ や 、DSQ、 ビー プ や ベ 1 ビー プ 音 量 の 設定 ょ た EP P 
ル に 関す る 各 設定 を 束 続 し て 行う ら ベル 音 ON ン Q0FF agEEL ga 
こと が で きま す 。 3 本 体 ス ピー カーON ン OFEF 5P aa 
4 デイ マー 設定 !P g 
最初 に 「 ビ ー プ 音量 設定 メニ ユー」 5 | タイム アウ ト タ イ マー Eat afFF 
か ら 始 まり 、 ダ イヤ ル を 回 す と 1 と @ チャ ン ネ ルス コー プ 受 信 時 間 ssh-E jnE 5 
種類 の メニ ュー が 選択 で きま す 。 M チャ ン ネ ルス コー プ 5 波 1 1 波 se 。 ch 5 
8 スイ ー プ スキ ャ ンタ イプ 5- 上 ヨ P 。 呈 上 P 
9 DTMF1 桁 目 送出 まで の 時 間 ヶ d は 9 950 
10 DTMF バ ー ス ト ・ ポ ー ズ 時 間 Ak こま gg 
11 モー ター 枚 能 ON プ OFF 559。 ・ーーー 
18 S メ ー タ スケ ル チ 機 能 ON ン OFF - Fr 
操作 の 手順 ( 全 メ ニュ ー 共 通 ) 
男 呈 流 が 切れ る と 最後 に 表示 し て いた ①⑥ キー を 3 秒 以上 押す 。 
メニ ュー の 変更 は キャ ン セ ル さ れ 
ます 。 セッ トモ ー ド 中 は 5 闘 所 作 


が な く て も キャ ン セ ル さ れ ま せん 。 


が 点 源 し セッ トモ ー ド に 
入り ます 。 


② ダ イヤ ル を 回 し て メニ ュー を 選 所 。 
③ マ イク の UP ノロ OWN キー で 設定 を 変更 する 。 


回 


注意 ⑧⑥ キ ー、PTT キ ー を 押し て セッ トモ ー ド 終了 。 

w チャ ン ネ ルス コー プ 中 に セッ トモ ー 次 の メニ ュー を 続け て 操作 する 時 は ダイ ヤル を 回 す 。 
ド に 入る こと は で きま せん 。 

Menu1. ビー プ 音 量 の 設定 


キー 操作 時 に 鳴る ビー ブ 音 の 音量 を 変え 
た り 斉 を 消す こと が で きま す 。 


田 設 定 は VHF、UHF で 共通 で す 。 


国 レ ベル 1 に 設定 時 、 送信 中 は 反対 バン 
ド の ビー ブ 斉 は レベ ル ら 2 に な り ま す 。 


① セ ッ ト モ ー ド で メニ ュー を 選択 する 。 
マイ ク の UP ノン DOWN キ ー で 設定 を 変更 する 。 


音量 小 大 OFF 


っ FrF 


(工場 出荷 時 設定 ) 


バン ドス イー プス キャ ン 


バン ド 内 全 節 囲 を スイ ー プ スキ ャ ン し 
ます 。 


画 ス トッ プ タ イ プ の 時 は 、 受 信 音 は 則 ご こ 
えま す が 、 ノン スト ッ プ タイ プ の 時 は 
音 は 出さ な いで レベ ル 表 示 の み 行 い 
ます 。 


一 スイ ー プ スキ ャ ン 中 に 電源 を 切る と 次 
に 悪 演 を 入れ た 時 は チャ ン ソン ネル スコ ー 
プ に な り ま す 。 


画 ス イー プス キャ ン か ら 通 常 の 受信 に 戻 
る に は 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ と スキ ャ 
ン を 順に 終了 し て 下さ い 。 


晶 ダ イヤ ル 又 は マイ ク の UP ンプ DOWN キ 
ー で スイ ー プ スキ ャ ン の 方 向 を 変え る 
こと が で きま す 。 


必要 に 応じ て セッ トモ ー ド で サイ ズ (es*P50) と スイ ー プ スキ 
ャ ンタ イブ (myP5 1 ) を 秋 更 する 。 
VFO モ ー ド で 次 の 操作 を 行う 。 
①SRCH キ ー を 押す 。 
@④ マ イク の UP ン DOWN キ ー を 0.5 秒 --9 秒 押し て 、 離 す 。 
※ 操 作 の 手順 は ②③-…① で も よい 。 


UP/DOWN 操 作 し た 方 向 に スイ ー ブ プス キャ ン が 始ま り ま す 。 


@ チ ャ ン ネ ルス コー プ 動 作 に 戻る に は … ⑥ ・SCAN・PTT 
@⑯ ス キャ ン 動 作 に 戻る に は ……………… SRCH 
スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 


( 例 ) UP 方 向 ス キャ ン (チャ ン ネ ルス テッ プ ら OkHz) 
周波 数 を 1 ステ ッ プ ずつ UP し な が ら レ ベル 表示 し ます 。 


田 バ ンド の 上 限 (DOWN 方 向 時 は 下限 ) A スイ ー プ スキ ャ ン 中 は デシ マル ポ 
まで いく と 、 下 限 (上 限 ) に 戻り ます 。 和志 イン ト が 点滅 し ます 。 
5 
陣 レ ベル 表示 し て いる 周波 数 は DOWIN 方 om 
向 時 も 同じ で す 。 ! DP レベ ル 表 示 左 か ら 順 に 
ー40kHz 
語 三 ー ら OkHz 
" 笛 7 に Y 表 示 周 波数 
mm 80kHz 
40kHz 
| プロ グラ ム ス イ ー プ スキ ャ ン 四 


スキ ャ ン エ ッ ジ メモ リーPH、FL で 区 切 
られ た 範囲 を スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 


画 プ ログ ラム スキ ャ ン 時 と 同じ 委 下 
(sy P35) を スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 


ビーーーーー ーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーー コ 


スタ ー ト の 方 法 の み バ ンド スイ ー プ スキ ャ ン と 異な り ま す 。 
その 他 の 操作 や レベ ル の 見 方 は 同じ で す 。 


回 


ブログ ラム スキ ャ ン メ モリ ーFH と PL に 上 限 、 下 限 周波 数 を 正 
く 登録 する 。(msrP ら 4) 


(スタ ー ト ド ) VF0 モ ー ド で 次 の 操作 を 行う 。 
(①SRCH キ ー を 押す 。 
②SCAN キ ー を 押す 。 

※ 操 作 の 手順 は ②ー① で も よい 。 
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メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン 


使わ な い 時 自動 的 に 電源 を 切る (オー トバ パ ワー オフ ) 


田 現 在 居 択 中 の バン ク 内 に 登録 され た メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル を スイ ー プ スキ ャ ン 
し ます 。 


軒 ス トッ プ タ イ ブ の 時 は 受信 音 が 聞こ 
えま す が 、 ノ ンス トッ プ タ イ ブ プ の 時 
は 音 は 出さ な いで レベ ル 舟 示 の み 行 
いま す 。 


(準備 ) 必要 に 応じ て セッ トモ ー ド で サイ ズ (msrP5O) と スイ ー プ スキ 
ャ ンタ イプ (mwP5 1 ) を 変更 する 。 


メモ リー モー ド で 次 の 操作 行う 。 
①SRCH キ ー を 押す 。 
④SCAN キ ー を 押す 。 又 は マイ ク の UP ノロ OWN キー を O.5 秒 


ー ロ 秒 押し て 、 離 す 。 


キー や ダイ ヤル の 操作 が 1 時間 な い 状 態 
が 続く と 、 自 動 的 に 直 涼 が 幼 れ ます 。 


画 APO が 動作 し て 電源 が 切れ た 後 、 下 流 
スイ ッ チ を 押す と 唱 源 が 入り ます 。 ご 
の 時 APO は 継続 し 、0 秒 か ら ス ター ト 
し ます 。 


玉 窒 源 が 切れ る 30 秒 前 に 警告 間 が 鳴り ま 


MHz キー を 押し な が ら 析 


源 を 入れ る 。 


の 
20) 
oo 


2 il 
ES3【 当 ro 上 KC2 


※ 操 作 の 王 順 は ②…① で も よい 。 ES 。 
APO が 点灯 し オー トバ パワ ー オ フ ョ ヒロ 
最後 に DP ビン DOWN し た 方 向 に スイ ー プ スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 が ON に な り ま す 。 55 > 
隔 ER チャ ン ネ ルス コー ブ 動 作 に 戻る に は … ⑤ ・SBCAN ・PTT 
2 @ ス キャ ン 動 作 に 戻る に は SRCH 同名 作 で 衣 除 。(APO 消 ) 


る に は 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ と スキ ャ 
ン を 順に 終了 し て 下さ い 。 


画 ダ イヤ セル 又は マイ ク の UP/DOWN キ 
ー で スイ ー プ スギ キャ ン の 方 向 を 変え る 
こと が で きま す 。 


画 バ ンク 内 の 最大 メモ リーNG (DOWN 方 
向 時 は 最小 ) まで いく と 、 最 小 メモ リ 
ー (最大 ) に も どり ます 。 


較 バ ンク 内 の メモ リー 数 が 指定 し た サ 
イズ (5 ン 11) 以下 の 時 は 、 セ ンタ 
一 位 攻 を 中 心 に 表示 し 、 両 端 の 表示 位 
置 は 常に ブラ ンク に な り ま す 。 


罰 レ ベル 表示 し て いる メモ リー チャ ン ネ 
ル は DOWN 方 向 時 も 同じ で す 。 


スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 


( 例 ) UP 方 向 ス キャ ン 
メモ リー チャ ン ネ ル を 1 つ ず つ UP し な が ら レ ベル 表示 し ます 。 


スイ ー プ スキ ャ ン 中 は デシ マル ポポ 
イン ト が 点滅 し ます 。 


レベ ル 和 表示 左 か ら I 順 に 
ーgch 
ーlch 

マヤ 表示 メモ リー チャ ン ネ ル 
+1ceh 
十 8ch 


スイ ー プ スキ ャ ン 対 象 外 メ モリ ー 

欠 デー タ 未 登録 メモ リー 
スキップ メモ リー 

旬 ソン U 専 用 バン ク の メモ リーC、PH、PL 


アッ テ ネ ー タ を ON ン OFF す る フ . プラ イオ リティ 


表示 周波 数 の 他 に 優先 チャ ン ネ ル を 持ち 、 表 示 周 波数 5 秒 、 信 先 チ ャ ン ネ ル 0.5 秒 を 交互 に 受信 し ます 。 優 先 チ ャ ン ネ ル に 信 
号 が 入る と 受信 時 間 を ら 秒 に 延長 し ます 。 プ ライ オリ ティ を 開始 する (VFO、 メモ リー、 コール) モー ド が 、5 秒 受信 側 に な り 
VFO. メモ リー コー ル の 9 種類 の プラ イオ リティ が あり ます 。 


アッ テ ネ ー タ ⑥ キー を 押し た 後 、ATT キ ー を 押す 。 
受信 感度 を 下げ る 機能 で す 。ON す る と 
約 2QdB 受 信 感 度 が 下がり ます 。 サ イド 


の 強力 な 信号 に より 周 党 を 受け る 時 に 
ON する と 効果 が 得 ら れる 場合 が あり ま 種類 プラ イオ リティ 動作 前 の モー ド 5 秒 (表示 周 小 ) 0.5 秒 (人 先 チャ ン ネ ル ) 
す 。 、 VF0 プ ライ オリ ティ VF0 モ ー ド VFo メモ リー 
メモ リー プラ イオ リティ メモ リー モー ド メモ リー VFO 
コー ルプ ライ オリ ティ コー ルモード コー ル VFO 
祥 意 プラ イオ リティ で ら 波 を 待ち 受け る 
注意 ATT が 点灯 し ます 。 " 骨 中 
e VHF 側 バン ド で ATT を ON に する と 、 いい ロ ロロ 
VHF 仙 144M 常 と UHF 同 1 44M 帯 の ( 健 信 ) ① 腕 信 し た い 劇 先 チャ ン ネ ル を 選択 する 。 
ATT が 効き ます 。VHF 便 430M 帯 の に の 3 
ATT は 、UHF 仙 で ATT を ON する と 効 同 操作 で 衣 除 。(ATT ほ 消灯 ) 受信 * 
で さま サ 。 
(⑥ キー を 押し た 後 、PRID キ ー を 押す 。 
ED ao 2 
| サブ バン ド 側 の 音声 を 消す (ミュ ー ト ) ーー 
送信 バン ド で な い 側 の バン ド の 受信 音 を [ ⑥ キー を 押し な が ら H ノ L キ ー を 押す 。 SSR Tp 
道 し ま す 。 g| 趣 | 絆 | 血 辻 | 浴 1( 
置 ミュ ー ト 状 能 で あっ て も ビー ブ 理 は 2 ーー ーーsermeem5R4 の sO を | 
り ま す 。 SG | 画 メ モリ ー プ ライ オリ ティ 、 コ ー ル プラ P が 点灯 し プラ イオ リティ が 始ま り ま す 。5 牧 受信 する 毎 に 優先 チャ ン ネ ル を O.5 秒 受信 
IM | イオ リティ も 、5 秒 0.5 秒 の 受信 モ し 、 信 号 が 入る と アラ ー ム 音 が 鳴り 2 秒間 受信 を 延長 し ます 。 
計 9 還 = s ー ド が 変わ る 以外 は 同様 です 。 
四 き RSHI に VNZHIHE キ コ に より EIJIW 当 MO ( 多 ) VFO プ ライ オリ ティ 
人 1 1 還 メ モ リー モー ド 、 コ ー ル モー ド で 一 時 VFO モ ー ド (5 季 ) メモ リー モー ド (0.5 秒 ) 
5980 * HL| F 変更 し た 内 容 は プラ イオ リティ が 始ま 5 | 
る と 元 に 戻り ます 。 | | 9 
が 消灯 し で てい る バン ド の 妥 信 斉 が 消え ます 。 752n・ ーー テ | 185 月" 
一 トー ンス ケル チ や DSQ が 設定 され て 
R いる 場合 の 0.5 秒 側 の 受信 は スキ ャ ン ーー 
ミュ ー ト 側 の S メ ー タ の 上 の 時 と 同じ で す 。(ESyP34) 休 号 あり ( ら め ) 
表示 が 哲 減 し ます 。 町 」 c 
5gg 08 ag 画 探 作 バン ド が ブラ イオ リティ 中 は 、 そ 詳 上 
の バン ドキ ー (VHF、UHF キ ー) を SS EE が 
四 2 押し て も スト ッ プ で きま す 。 PO 
ミュ ー ト 表示 ンー 
5 秒 モ ー ド 受信 中 に (⑥ キー を 押す 。 又は 0.5 秒 モー ド で PTT キ 
解 除 ) 同 探 作 で 解除 。( ミ ュー ト 表 示 消 灯 ) ー を 押す 。 
し 


《 つ プラ イオ リティ 5 秒 モー ド 中 の 操作 
人 @PTT キ ー を 提 す と 送信 し ます 。 
人 ロ ント キー で 送信 パワ ー を 切換 えま す 。 
例 控 作 バ ンド の バン ドキ ー (VHF、UHF キ ー) で プラ イオ リティ を 終了 し ます 。 
人 @ 探 作 バ ンド で な い バ ンド キー で CT が 移動 し ます 。 
念 ダ イヤ ル を 回 すか 、 マ イク の UP ン DOWN キ ー で 、 周 波数 や メモ リーNQ を 変更 し ます 。 
久 そ の 他 の 操作 は 奈 止 で す 。 
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8. 知っ て お く と 便利 な 機能 


| 同じ バン ド を 同時 に 受信 する 


キー 操作 を ロッ ク す る 


工場 出荷 時 は 左側 が VHF 淀 、 右 側が 
UHF 帯 で ら 波 を 同時 に 受信 し ます が 、 2 
波 を 同じ バン ド に し て 同時 に 受信 する こ 
と が で きま す 。 駿 、 送 信 時 は 送信 バン ド を 
切換 える だ け で どちら の バン ド 側 か ら も 送 
居 で きま す 。 


注意 

@ VHFLVHF、UHF+UHF で 送信 する 
と 送信 中 は 反対 側 の バン ド の 受信 は で 
き な か な く な り ま す 。 


@ 堪 側が UHF 帯 、 右 側が VHF 常 の 時 、 
送信 中 は 反対 側 の バン ド は 受信 で き な 
く な り ま す 。 


メモ リー モー ド の 共通 バン ク A~ーG に 登 
録 し た 周波 数 は 、 左 、 右 どちら か ら で や 
呼び 出す こと が で きま す 。 


1. VFO モ ー ド 


VFO モ ー ド で 操作 バン ド 側 の バン ドキ ー (VHF ン UHF キー) を 押す 。 
VHF UHF 


| 
LGCP】 ce nm uo awuacmm DR-610 8 NR 
共 生 3 


g 補 
Eh | ss 


の | eo 1 3 計 


VHF 得 と UHF 各 が 交互 に 切り 奉 わ り ます 。 


@⑯VHF 二 VHF (VHF 帯 の 同時 受信 
①UHF 側 を 操 作 バン ド に する 。 
④UHF 側 を VFO モ ー ド に し て UHF キー を 押す 。 

VHF 融 の 2 波 同時 受信 に な り ま す 。 


@UHF 二 UHF (UHF 帯 の 同時 受信 ) 
①VHF 側 を 操作 パン ド に する 。 
②VHF 側 を VFO モ ー ド に し て 、VHF キ ー を 押す 。 

UHF 帯 の g 波 同時 受信 に な り ま す 。 


ら . メモ リー モー ド 


メモ リー モー ド の 共通 バン ク A 一 C か ら 同 じ バ ンド の メモ リー を 呼び 出す 。 


衣 記 sb (5 


5gg 


5 5 ュ 


3. VFO モ ー ド と メモ リー モー ド の 布 方 で 受信 


片方 を VFO モ ー ド 、 片 方 を メモ リー モー ド に し て VHF+VHF、 も し く は UHF 
UHF の 状態 に する 。 


組 


CNT 
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キー 操作 を ロッ ク す る こと に より 、 誤 っ ⑥ キー を 押し た 後 、LDCK キ ー を 押す 。 
て 周波 数 や その 他 の 設定 を 変え て し まう 
こと を 防ぎ ます 。 ーー で 2)e 
6r io 
隊 キ ー ロ ッ ク 中 は 以下 の 操作 以外 は 舞 交 グ 記 
で す 。 ーー イン 、 作 
sPTT キ ー 較 | 衣 1 貢 | 深 le 
* マイク の UP グン DOWN キ ー 
* ゃ キー ロッ ク 解 除 F 
ー つ が 心 に な り 、 キ ー ロ ッ ク ・ | 
状態 に な り ます 。 5 
キー ロッ ク 中 は PTT キ ー、 マ イク の UP ノロ DWN キ ー 以 外 の キー は 受け 
付け ませ ん 。 
同 操作 で 朋 除 。( = 〇 が 消 ) 
Eo 
ベル 機能 を ON プ 0FF す る 


相手 局 か ら 受信 し た こと を ベル 意 と ふ 
表示 で 知ら せる 機能 で す 。 舞 線 機 か ら 多 
れ て いて も 、 い つ 頃 信号 を 受信 し た か が 
わか り ま す 。 


画 TSQ、DSQ と 刊 用 し て 特定 の 相手 を 
待ち 受け る 時 、 特 に 便利 で す 。 


構 VHF、UHF で 別に 設定 で きま す 。 

還 セ ッ ト モー ド で 呼び 出し 音 を 消し 、 ( ふ 
表示 の み を 点 減 ご せる こと が で きま 
す 。 (WP49) 


男 ( 〇 が 点灯 、 点 源 中 に 吉 源 を 切る と 点 
条 に な り ます 。 


田 時 間 表 示 中 に 約 5 秒 以上 信号 が 途切れ 
た 後 、 再 度 信号 を 受信 する と 、 時 間 は 
0 に 戻り ます 。 


@ (てい 点灯 中 は スキ ャ ン ・ ブ ライ オリ テ 
ィ は スタ ー ト し ませ ん 。 


⑥ キー を 押し た 後 、BELL キ ー を 押す 。 
の | wpe rwwsuonumuacsvm DR-610 《 つ 8《①e 
9 em le 


財 


因 


き 


BELL | 


や な 点灯 し 、 ベ ル 機 能 が ON に な り 
ます 。 


い 点 如 中 に 信号 を 受信 する と 、 
は 点 減 し ベル 音 が 咽 り ます 。 
また 、 呼 び 出 し か ら の 経 週 時 間 
を 1] 分 単位 で 表示 し ます 。 
(最大 3 時 59 分 ) 


解 除 ) 同 探 作 、 ま た は PTT キ ー で 解除 。( 消 ) 
点滅 中 は 何ら か の キー を 押す と 解除 され ます 。 


DTMF 付 マイ ク (EMS-12) で チャ ン ネ ルス コー プ を 動作 する 


重 ス コー プ 中 の ⑤ ⑥ は スコ ー プ を 再 ス 
ター ト し ます 。 


玉 受 信 時 間 の 変更 は 、 ス コー プ が 動作 し 
て いな い 時 に も 操作 で きま す 。 


[注意 
ダイ ヤル を 回 し て も セッ トモ ー ド の 他 
の メニ ュー に は 移り ませ ん 。 


e 5 秒間 操作 が な く て も キャ ン セ ル し ま 
せん 。 


1. ス コー プ の 開始 と 終了 


(スタ ー ト ) DTMF キ ー よ り ⑥ 〇 を 入力 する 。 


@⑥⑦ を 入力 する 。 


10. リ セット 


リセ ッ ト 操 作 を 行う と 各種 の 設定 や メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 が 工場 出荷 時 の 初期 状態 に 戻り ます 。 


全 リ セッ ト 


ら . セン ターoh 受 信 時 間 を 変更 する 


①DTMF キ ー よ り @⑥ を 入力 する 。 


セッ トモ ー ド の 「 チ ャ ン ネ ルス コー プ 到 信 時 間 設 定 メ ニュ ー」 に 入り ます 。 


② マ イク の UP ン DOWN キ ー で 受信 時 間 を 選ぶ 。 


(キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 
新しい 受信 時 間 に 従っ て 動作 し き 


す 。 


(mWP50) 


VHF ノ UHF 側 の 全 設 定 、 全 メモ リー チャ 
ン ネ ル を 初期 化し ます 。 


⑥ キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る 。 


鹿 8958 
⑥ キ ー を 押し て いる 問 rtm 
ディ スプ レイ が 全 京 殺 BEAREERSHHDIN 


離す と VFO 初 期 周 波数 


異常 動作 時 、P73 に 従っ て 処置 し て も 
異常 が 続く 場合 は リセ ッ ト す る と 正常 
に 戻る こと が あり ます 。 


を 表示 


VHF 側 、UHF 側 の 同時 スコ ー プ 


VFO リ セッ ト 


両方 と も 5 波 に 設定 され て いる 場合 は 同 
時 に チャ ン ネ ルス コー ブ プ す る こと が で き 
ます 。 


画 先 に UHF 則 を スタ ー ト させ る こと も で 
きま す 。 


還 VFO プ メモ リー の モー ド の 組み 合わ せ 
は 自由 で す 。 


送信 バン ド は その まま で 、 探 作 バ ンド 
だ け を 変え た いと き は 、⑥ キー の 後 
UHF キー を 押す 。 


< 同時 スコ ー プ 中 は 苦 二 レ ベル 表示 が 四 
れる と と が あり ます 。 


VHF 側 スタ ー ト 
①VHF 側 を 操作 バン ド に する 。 (VHF キ ー) 


② セ ッ ト モ ー ド で スコ ー プ サイ ズ 5 波 に 設定 する 。(mi*P50) 


SRCH キ ー を 押す 。 
VHF 側 の チャ ン ネ ルス コー プ が 始ま り ま す 。 


⑧UHF 側 を 操作 バン ド に する 。 (UHF キー) 
④ セ ッ ト モー ド で 5 波 に 設定 する 。 
⑳SRCH キ ギー を 押す 。 

UHE 側 で チャ ン ネ ルス コー ブ が 始ま り ま す 。 


(⑥ キー を 押し た 後 SRCH キ ー を 押す 。 
反 作 バン ド 別 の スコ ー プ が 分 止 し ます 。 


全 バ ンド の VFO A・B の 設定 内 容 を 初期 
化し ます 。 


VF0O キ ー を 押し な が ら 王 源 を 入れ る 。 


工場 出荷 時 の | 人 ※ 信 バン ド (PTT) VHF スキ ャ ン 笛 開 条 件 | タイ マー スキ ャ ン 
初期 人 操作 パン ド (CD VHE 送信 パワ ー | RW 包 
8 VHF | 145QOoMHz | ァ ッ テ ネ ー タ OFF ( 演 ) 
CALL 呈 アッ テ 
遇 病 nHF | 488000MHz Or OFF (消灯 ) 
8 VhF | 4soooMHz lror OFF ( 消 ) 
VFO 周 波 迷 UHF | 483000MHz Apo OFF G 前 ) 
上 VHF QeMHz | キー ロッ ク OFF ( 消 ) 
シフ ト 押 UHF 5MHz | ベル 表示 OFF (AD) 
トー ン 周 波数 885Hz | ビー っ レベ ル 1 GO 
シフ ト ・ ス プリ ッ ト 説 定 ディ マー 明 
トー ン 役 定 な し (人 除 ) こ 補 
還 
チャ ン ネ ルス テッ プ gokHz | に ー ーー 
メモ リーla 専用 バン ク ch 
EK VFO 初 地 値 と 同じ 
その 他 の メモ リー な し | 
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ど . 送信 を し て みる ! 


1. バ ンド を 選ぶ 


巴 受 信 と 同じ バン ド 、 同 じ 周 波数 で 送信 す 
る 場合 は 1、2 は 展 ば し て お 読み 下さ い 。 


(mwWP19) 


受信 の と き と 同 様 に VHF キ ー、UHF キ ギー を 押し て 送信 バン ド を 選び ます 。 


ら . 送信 周波 数 を 合わ せる 


(WP19) 


受信 の と き と 同 様 に 送信 周波 数 を 設定 し て 下さ い 。 


3. 送信 出力 を 決め る 


キー を 押す 度 に 設定 が か わり ます 。 


High 一 析 - Mid 一 匠 Low 


(表示 な し )  (MM) (1 点 知 ) 
『 
0 
周波 数 の 左 の エル ルル 月 」 
表示 が 変化 MT TL『 


画 工 場 出荷 時 は High バ ワー (表示 な し ) H ノ 1 キー を 押す 。 
で す 。 
VHF | UHF 

8 H 10W 

イ |M 

2|r 約 1W 

中 | 50W | 35W 

タ FM| iow | 1ow 

イト L | ssw | ssw 
注意 44. 送信 する 
@ 送信 する と を は ほぼ か の 局 の 通信 に 妨害 

を 与え な いこ と を 確認 し て 下さ い 。 マイ ク の PTT キ ー を 押す 。 


送 信 中 は 送信 出力 が メー タ に 表示 さ 


れ ま す 。 

H: 画 ] 切 | 罰 3 本 』 臣 ) 記 WI 還 
M: 還 ) 堅 ) 臨 3 臨 2 

1 


KR 本 剛 が 表示 し 、『X LED が 赤く 点灯 し た ら 
マイ ク に 向かっ て 話し て 下さ い 。 


PTT キ ー を 離す と 受信 に 戻り ます 。 
は 消灯 、LED は 線 色 に な り ます 。 


④① コ ー ド 入力 中 に ダイ ヤル を 回 し て 、 修 正 し た い コ ー ド の ] つ 前 の コー ド を 右 


入力 し た コー ド を 修正 する 
端 に 表示 する 。 
展 時 方 向 


〇 


⑥⑧ 新 し い コ ー ド を 入力 する 。 
( 例 ) 123#354 


( 例 ) コー ド 123#354 を 入力 時 


ag 


aeT 


uM 


g リス 
35 が 


。 ウジ ょ 
335 トド 


を 123#754 に 修正 
⑦ を 入力 


『 マン 


~eg 


ュ | レ 


ル 3 
83B1 


コー ド を クリ ア す る 


H/L キ ー を 押す 。 


表示 中 の コー ド が クリ ア さ れ ま す 。 


回 


ポー ズ を 入力 する 


画 ポ ボー ズ を 入力 する と 、 コ ー ド の 送出 間 | SRCH キ ー を 押す 。 
隅 が 1 秒 お か れ ま す 。 ボーズ を 含め て 
15 桁 まで 入力 出来 ます 。 
war wmvorumwacmm DR-610 《 〇 6 
EEIESESKMEa 本 8 
SRCH 1 
較 ュ コ レ 
4 ar ニー 
が 表示 され ます 。 人 コ -5 


3 と 5 の 間 は ] 秒 お いて 送出 され ます 。 
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シン グル バン ド で 受 


本 機 は 表示 され て いる ら 波 の 周波 数 を 同 
時 に 受信 で 寺 ま す が 、 一 方 の バン ド の 動 
作 を 止め て 1 波 だ け で 運用 する こと が で 
寺 ま すず 。 


革 シ ング ル バ ン ド で 運用 中 に 電源 を 切る 
と 、 次 に 現 源 を 入れ る と 再び シン グル 
バン ド で 起動 され ます 。 


還 シ ング ル バ ン ド で チャ ン ネ ルス コー 
プ す る と セン ターch の 受信 音 は 途 切 
れ ま せん 。 


1.VHF シ ング ル バ ン ド 


解除 - ら 


UHF 側 は 表示 が 全 消 灯 
し 、 送 受信 で きま せん 。 


VHF キ ー を 押し な が ら 呈 源 を 入れ る 。 


PT | 5 現 AN |6RD| 


UHF キー を 押す 。 


UHF 側 の 表示 が 復活 し ツイ ン バ ン ド に 戻り ます 。 
送信 、 提 作 (下草 CT) と も UHF 側 に な り ま す 。 


⑥: キ ー の 後 、UHF キ ー を 押す 。 


UHF 側 の 表示 が 復活 し ツイ ン バ ン ド に 戻り ます 。 


操作 バン ド (CT) の み UHF 側 に 移り ま 


す 。 


解除 - ら 


2. UHF シン グル バン ド 


UHF キー を 押し な が ら 串 湖 を 入れ る 。 


UHF 


Ca] werevom macorr DR-10 


藻 


mm 


除 
了 


の 


PWR 


VHF 側 は 表示 が 全 消 灯 し 、 
送受 信 が で きま せん 。 


EE 


VHF キ ー を 押す 。 


VHF 側 の 表示 が 復活 し ツイ ン バ ン ド に 戻り ます 。 
送信 、 操 作 ( 還 画 CT) と も VHF 側 に な り ま す 。 


⑥⑯⑥ キー の 後 、VHF キ ー を 押す 。 
VHF 側 の 表示 が 復活 し ツイ ン パ ンド に 
操作 バン ド (CT) の み VHF 側 に 移り 


戻り ます 。 
ます 。 


送受 信 で 周波 数 を 変え て 交信 する (シフ ト 、 ス プリ ッ ト 設 定 ) 


ゴ 


本 機 は の バン ド 同 時 受信 が で きま す の で 、VHF (UHF) 側 
送信 中 で も UHF (VHF) 側 で 受信 は 行っ て いま す 。VHIF、 
UHF で それ ぞ れ 周波 数 を 決め て 運用 し ます と 、 起 話 感覚 の 
通話 が で きま す 。 同 一 バン ド で も 送受 信 の 周波 数 を 変え て 
運用 する こと が で き 、 一 シフ ト 、 エ シフト 、 ス プリ ッ ト の 
3 つの モー ド が あり ます 。 


ラン? 
434.08MHz 
細 ee 


439.08MHz 


ーー 


438.02MHz 表 示 
ー ジ フト 5MHz 


①⑤⑥ キー を 押し た 後 、SHIFT キ ー を 押す 。 


| 騰 休 [を 


rlsalSelrol 


ーー* 誠 還 


SHIFT 
ー シ ラ ト が 点灯 か ら 点 減 に 変わ り ま す 。 
受信 同朋 か ら シフ ト 李 ん マイ ナス し | SHIFT キ ー を 押す 度 に シフ ト 、 ス プリ ッ ト 設 定 が 変わ ひま す 。 
た 周波 筆 で 送信 。 レビ ー タ ー 通 用 時 は 一 
シフ ト で シフ ト 幅 は 5MHZz。 
- # Ne ー ミ ー 上 
5 3 す 
受信 周波 数 に シフ ト 幅 点 ん プラ ス し た 周 剖 0 
波 で 送信 。 T 
プッ ト 1 + シ フト (+ 点 ) 
VFO で は A と B を 入れ か えて 送信 。 メ モ 導 。 で び ズバ 0 
リー で は 専用 の スプ リッ トメ モリ ー に 合 
銀 古 れ て いる 周波 数 で 送信 。 』 
VFO モ ー ド か メモ リー モー ド の VU 再 
用 バン ク の chO こ 58 の 時 の み ス プリ ッ 明 、| レ 
全 NO 記 信 スプ ブリット +ー 点 ) 
1 s 小 誠 
呈 で 
② シ フト 幅 の 変更 


田 工 場 出荷 時 シフ ト 候 
VHF 帯 0.6MHz 
UHF 帯 5MHz 


調 MHz キ ー を 押す と 1MHz 単 位 で シフ 
ト 中 を 変更 で きま す 。 
(erP19 参 照 ) 


較 設 定 中 5 秒 剛 操作 が な か っ た り 晶 源 が 
切れ る と 、 変 更 は キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


* シ フト 幅 範 囲 


ダイ ヤル を 回 すか 又は マイ ク の UP ノン D ロ OWN キー を 押す 。 
* 5kHz 単 位 で シフ ト 幅 が UP ン DOWN し ます 。 
0~15.925MHz 


(キー か PTT キ ー で 設定 完了 。 
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《 ゆ ) シフ ト 、 ス プリ ッ ト で の 送信 


ー 点 灯 決 態 で 送信 する と 、 受 信 周 波数 か ら シフ ト 幅 を マイ ナス し た 周 
波数 で 送信 し ます 。 


+ シ フト ) 点灯 状態 で 送信 する と 、 受 信 周 波数 に シフ ト 幅 を プラ ス し た 周波 数 
で 送信 し ます 。 


スプ リッ ト ) VFO モ ー ド 
+ー 点 灯 状 態 で 送信 する と 、VFO A で 受信 中 な ら VFO B の 受信 周波 
数 で 送信 し ます 。 VFO で 受信 中 は その 逆 で す 。 


注意 

* 送信 周波 数 が バン ド の 紹 囲 外 に な る 
場合 は PTT キ ー を 押し て も 送信 で 
きま せん 。OFF 表 示 に な り ま す 。 


メモ リー モー ド 
ツン U 専 用 バン ク の メモ リー が 点灯 中 は 、 各 メモ リー が 持っ て い 
る スプ リッ トメ モリ ー の 受信 周波 数 で 送信 し ます 。 スプ リッ トメ モリ 
ロ チ た ー は VFO デ ー タ を メモ リー に 寺 き 込ん だ 時 、VFO AB の うち 表示 され 
て いな い 方 が 自動 的 に 時 さき 込ま れ ま す 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する | 


チャ ン ネ ルス テッ プ は 周波 数 の UP ノ ⑩VFO モ ー ド で ⑥ キー を 押し た 後 、STEP キ ー を 押す 。 
DOWN や スキ ャ ン 、 チ ャ ン ネ ルス コー 
プ の 基本 単位 と な る 周波 数 で す 。 ーー 


と ーー ーーーーー- 
STEP 一 一 Gciso ram nessmarocpex DR610 の 5 | 
時 工場 出荷 時 は 20kHz に 設定 され て い 7 の 


まず 。 いう 


g に 


間 
開 


壁 VHF 帯 、UHF 事 の VFO A・B そ れ ぞ れ 
で 別 の 大 を 設定 する こと が で きま す 。 


が 点灯 か ら 点 滅 に 変わ り 、 現 在 
玉 設 定 中 に 5 秒間 操作 が な か っ た り 想 源 の チャ ン ネ ルス テッ プ 値 が 表示 され 
を 切る と 、 変 更 は キャ ン セ ル さ れ ま す 。 ます 。( 単 位 kFz) 


② ダ イヤ ル か マイ ク の UP ロン DOWN キ ー で ステ ッ プ を 変更 する 。 
(単位 kH2) 


| EICGWPSIARRA 2800 ト [esgHIsopH50o 


何ら か の キー で 設定 完了 。 


チャ ン ネル ステ ッ プ を (5K、10K、 80K、30K) か ら (12.5K、25K、 50K) 
の いずれ か に 変更 し た り そ の 逆 に 変更 ずる と 、 変 更 完了 時 の 表示 周波 数 が 自動 的 に 
補正 され る こと が あり ます 。 
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送信 バン ド と 操作 バン ド を 分 ける (サブ バン ド 操 作 ) 


一 


本 擬 に は 送信 バン ド と 操作 バン ド が あ 
り 、 バ ンド キー (VHF、UHF) を 押す 
と 、 送 信 バ ンド と 操作 バン ド が 一 緒 に か 
わり ます が 、 送 信 バ ンド と 操作 バン ド を 
分 ける こと も で きま す 。 


画 送 信 中 は 反対 バン ド の ビー ブ 音 が ビ 
ー プ 音 レ ベル 1 に 設定 され て いて も レ 
ベル 2 に な り ま す 。 


攻 VHFTVHF、UHF 二 UHF 時 の サブ バ 
"ンド 操作 中 に リバ ー ス を 設定 する と 送 
信 で きま せん 。 


注意 

通常 、 各 設定 操作 中 に PTT キ ー を 押 
す と 設定 を 終了 し ます が 、 サ ブ バ ン 
ド 操作 モー ド で は PTT キ ー を 押す と 
回 還 仰 で 送信 し ます 。 ⑥ キー を 押し 
て 設定 終了 し て 下さ い 。 


1. 送信 一 VHF 操 作 一 UHF 


VHF 側 が 送信 、 操 作 バ ンド の 時 に ⑥ キー を 押し た 後 、UHF キ ー を 押す 。 


| UHF 
Gees Se @* 財 
| o る 


4 


2 天 ET 


EE 本 
1 


En 
1 


し 
鞭 計 


CT 表示 が UHF 側 に 
移り 点 減 し ます 。 


VHE 側 で 送信 中 は 、UHF キ ー を 押す と 、CT 家 示 が UHF 側 に 移り ます 。 


解除 -1 ) VHF キ ー を 押す 
CT が VHF 側 に 戻っ て 送信 、 操作 と も VHF 側 に な り ま す 。 


⑥ キー を 押し た 後 、UHF キ ー を 押す 。 
医 還 が UHF 側 に 移っ て 、 送 信 、 操 作 と も UHF 側 に な り ま す 。 


ら . 送信 一 UHF 操作 一 VHF 


UHF 側が 送信 、 操 作 バ ンド の 時 に (⑥) キー を 押し た 後 、VHF キ ー を 押す 。 
VHF 


軸 


ーー と ロロ aa ロ 
何 コ ロ ロ EEE 


1 
* 


CT 表示 が VHF 側 に 
移り 点 浅 し ます 。 


UHF 側 で 送 週 中 は 、VHF キ ー を 押す と 、CT 表 示 が VHF 側 に 移り ます 。 


UHF キー を 抑 す 。 
CT が UHF 人 過 に 戻っ て 送信 、 操作 と も UHF 側 に な り ま す 。 


キー を 押し た 後 、VHF キ ー を 押す 。 
困 還 が VHF 側 に 移っ て 、 送 信 、 操作 と も VHF 側 に な り ま す 。 
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